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1,本稿の主旨と前提

1.1.序

拙論 1974 を初め,いくつかの論文でテンマーク語の母音について扱ってきたが,

その後の20年間に,デンマーク語音韻論や音声学に関していくつかの重要な著作が

デンマークで発表きれた.ま九,90年代になって 2冊の発音辞典も現れた.これらの

文献を新たに参考にして,母音に関する語レベルの音韻論を改めてまとめてみようと

思う.今回の目的は主として外国人がデンマーク語(以下,「デ語」と略す)の音韻,

音声を学ぶときに必要な知識を獲得できるようにすることにあるが,理論的にも矛盾

のない記述を目指す

本稿での音声形は, Ha那en 1990 および Brink et al.1991 の 2 冊の発音辞典に準

拠する(⇔1.2;ーは本福の参照個所を示す).これら 2冊の発音辞典のほかに,音韻

解釈に関しては主として以下の論文,著書を参考にするが,これらは参照頻度が高い

ため,本稿では以下のような省略記号で表すことがある(本稿末「参考文献」参照)

発音辞典. PWI=Hansen, peter Molb記1< 1990.

SDU= Brink, Lars et al. 1991

著書等 DR= Brink, Lars & Jφr8en Lund 1975.

B/W= Basbφ11, Hans & Jobannes waener 1985.

T/T= Thorsen, Nina & oluf Thorsen 1986.

B-C= Becker-christensen, christjan 1988.

Becker-christenS印 19部は純音韻論の著作ではなく,文字(二綴り字)と発音の

関係を記述する正音学の著作であるが,185頁以下の複合形の音声変化の詳細な記述

および220頁から315頁までの語粂データは非常に有用である.本稿はこの語業データ

を大いに利用した

対象とする言語は Hansen 1990, BasbφH 1969, BasbφH & wa8ner 1985, Thorsen

& Thorsen 1986 a977 初版), Becker-christensen 1988 などで記述きれている言語

であるが,これは主として, BasbφH 1969 の言う ASC (=Advanced standard copen-

bagen)で, SDU が"yngre"とg乎ぷ世代の言語,すなわち,1931年以後生まれの標準

語話者の言語である

母音の音質に影縛を与える要素としては,隣接する r・音だけを考慮するが,解釈

次第では後続鼻子音もとくに短母音に対して影等を与えるとするCともできる(拙論

1992 参照).本稿では,実現形(=変異音)分布規則を簡潔にするために, Thorsen

& Thorsen 1986, Basbφ11 & wa8ner 1985 などと同様に, r一音だけを影等要素とする
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1.2.発音形について

上述のように,本稿での音声形は, Hansen 1990 および Brink et al.1991 の 2 冊

の発音辞典に準拠する.P棚の示す発音形は,語を明瞭に発音するときの形である

そして原則として 1個の語には 1個の発音形しか示きれない.ときに 2個以上が示さ

れることがあるが,最初の形と第 2以下の形の問に必ずしも優先順位はない(P棚

18;詳細は,拙論 199小 103f.,117仟.参照)

SDU の見出し語の直後の発音形は殉月瞭形」(djstinkthedsform)と称きれ,1930年

生まれの標準語話者がとくに語を単独で発音するときに,自然にもっとも明瞭に発音

する場合の形とされる. Cの形では[0]は非同化形,すなわちそのままの形で示さ

れる.次に,同じ 1 行目に第 2 の発音形として「主要形」(hovedform)が示されるこ

とがある.と.れは同上話者がふつうの,自然な速度の話し言葉で自然に発音するとき

の形とされる.明瞭形と主要形が同じ場合には等号("=")で示される.この 2個以

外に発音形が示されない場合には,これらが全ての世代の全ての標準語に当てはまる

(デ語では標準語を必ずしも 1個とは考えない).なお,現実には主要形がまったく示

きれないことも多々ある.2行目の最初の発音形以下は「主要形の後のコメントなし

の発音升3」(ukommenterede former efter hovedformen)となるが,21テ目の最初の

発音形(これを本稿では「第3形」と呼ぶことにする)は,標準語のすべての話者に

用いられる一般的な変異形とされる.第4形以下は,とくにコメントがないかぎり,

適用頻度が低くなる(以上, SDじ 9).と.の第3形は[ヨ]が(同化可能の条件下にあ

れば)前または後の音に伺化された形で示きれる.ところで, SDU では見出し語の発

音形のほかに,一部の語に屈折形の発音形が示されているが,これら屈折形の発音形

は上述のΠ明瞭形」ではなく,第3形またはそれに近いものが示きれている.この事

実は,第 1形の「明瞭形」および第 2形の「主要形_1 との対応が不明瞭となり,問題

であろう.なキ6, SDU で"unae"と呼ぶ世代は1950年以後生まれの世代,"記ldre"と

するのはWI0年以後生まれの世代である.本稿では,SDU の記述を参照する場合には

上述の第3形が大体"yngre"の発音に相当するので,と.の升多をもっとも重視するが,

弱母音の[.]は, P"1 と伺様に,(/ra/が[0,α, a]となる場合を除き)周囲の音

に同化される前の音声形,すなわち「明瞭な」発音形を用いる./a/の音声的伺化に

ついては&4 で述べる

1.3.短母音について

本福では,短母音を,原則として P悃およぴ SDU において短母音(=短母音状音)

で表記されている母音とする.短母音(状音)は3種に分けられる

①本来の短母音で長母音状音で発音きれることのないもの

(2)独立語形のときは長母音であるが,複合形(=合成形,たとえば Sprogkursus,

および派生形,たとえば Sprog]ig)で強強勢をもつ複合要素(通常,第 1要素)と

なるとき,および屈折形(とくに,形容詞の・t 形,規則動詞第 2 類の・t(e)形)



で短母音状音になるもの.これを「形態音韻的短音化」による「短音化母音」と呼ぶ

(3)「文体的短音化」化asbφH & wa8ner "sti Hstische Kurzun8")による短母音

状音.と.れは,音節末接近音(=無摩擦継続音) U, W, J,司の直前で長母音状音

が随意的に短音化きれるもので,原則として長母音状音の音質はそのまま保持きれる

と言われる(SDU NU1肌erhenvisnin月er nr.8,9; DR :22Hf.等)

非常に抽象度の高い音韻解釈を行う場合,②は長母音音素の実現形として扱うこと

も可能であろうが,本稿では,②の型は短母音音素の実現形として扱う.③の型の短

音化は随意的であるので,音声レベルでの短音化と解釈し,短母音音素としては扱わ

ない.これにつぃては&3.8 で述べる

以下では,「長母音」および「短母音」という述語を音韻的にも音声的にも使用す

るが,誤解が起こりうる場合には,音韻的長・短母音を長・短母音音素,音声的長

短母音を長・短母音状音とする

1.4.音声記号

音声記号は, Dania を筆者が一部変更し九「ダニア改良式」を用いる(次頁の表 1

参卵、)、以下ではこの表記法を DnMS と称する(問瀬・新谷 1993:82 参照).この表

記法は筆者が1979年以来,デ語入門書等で用いてきたものである(参考文献の末尾参

照).(なお,筆者の記号用法に類似のものが,最近のデ語発音教本 Sφ部ard 1990 に

見られる.) Dania と DnMS の相遂点は次の通りである. Dania (以下では, Da.と

省略することがある)は斜字体で書かれるが,本稿では一貫して口ーマン体で示す.

Dani卸[d d 0 δの aω厶ω] f鵡ω][s n]

DnMぶ仏 a a らω aωδ(:)][記ω] U η]

Dania の[J, U は,本稿では両者とも P棚と同様に[J]とする

諸家の示す音声記号は Dania,1PA あるいはその中問のものであるが,各人が示す

IPA 音価との対応を,表 2 に示す.化/W では IPA を用いているが,対応の Dania

も示している.なお, B州の[記ω]のうちの短音升多[記]は"変異音"の記述中には

見られず,語例中にしか見られない.)

DnMS [釘は[r]の後のみに現れる音で, Dania 系の諸家は次のように記述してい

る(以下は Darlia 表記).[α]から[6]への創ide,すなわち[α4](=[at、、])ΦR

128);極端に短い二重母音,大体[aQ](SDU :部);[G]に近いが,[α1 から[a]ヘ

の短い二重母音促一じ 46).その他の諸家は単母音(monoHona)として表記してい

る.すなわち, 1PA [a▲](P棚),1PA [ε]促/W), 1PA [εT/a▲](T/1). Dania 系では

一種の二重母音として扱うためか,単母音の基本母音図に示されることはないが,

わずかに He8er 19フシ 66 で[εT]の位置に示されている. Cれらの事情から,本稿

の[a]は IPA [ε,εΥ, a0 の諸音をカバーする記号として用いることにする.なオ6,

本稿の[r劃,仏J」の母音[釘,[釘は, P棚およぴ B/W では両音とも本稿の[a]

に対応する記号で表記きれている

3
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'ヨ.

(vokaler)

狭

表1

SN鬼νER

半狭口
HA【.V SN尾VE R

口

半広口
HALVABEN

""

FORTUNGEVOK

非円唇
URUNDE丁

広

舌

iω

超広口
EKS丁RAABEN

人BEN

口

eω

円

雫雪二iぞ・

(Konsonanter)

RUNDE丁

記ω

唇

yω

中
M】DTTUNGEVOK

急ω

閉鎖音

φω

aω

非円唇

LUKKELYD

舌

URUNDET

6ω

a

(無声)
USTEM丁

有気
A$PIRERET

よ二゛仙モ

UASPIREHET

6ω

両唇

摩擦音

(9)

B I-

LABIAL

後舌
BAGTUNGEVOK

非円唇

H^ιMELYD

ヨ

URUNDET

LARYN-

GAL

唇歯

LABI0-

DEN丁AL

側音

声1旺
USTENT

有 i6
S'「'EM丁

二虻1二τゴ=

日 10

LATERA【

h

」と"

r

【判

鼻

円

J

DENTAL

NASAI

RUNDE丁

【刈茎

硬口蓋

(有声)

唇

接近音

Uω

AI.VEO-

PALハT

APPRO×1UAN丁

αω

(有声) 0

硬口蓋

0ω

その他

*[']土Stφd.但し,長母音に Stφd が置かれるときは,長音記号[ J と併せて[!]

と表記する

*[']=第 1 強勢,[,]=第 2 強勢,記号なし=弱強勢(但し〆必要な場合には[。]

巻用いる)

なお,仞情吾の発音表記の際に,語の第 1音節にのみ第 W靈勢が置かれる場合には,

強勢記号[1]は省略する

f

PALA-

TAL

(有声)

会ω

V

軟口蓋

W

S

δω

m

VEL慮R

口蓋垂

(W)

0

UVUL'R

J

咽頭

FARYN-

GAL

n

(J)

声門

器

MD(号己

音

P
 
b

t
 
d

k
 
g



P棚, T/丁, B/W の記号で, DnMS, Dania と異なる記号・音価をもつものは各々の欄

のた側に示す.肌と SDU の IPA 表記が共通の場合は,両者の中問に示す.なお,

DR, SDU では IPA 対応形の音長は示していない. T/T は基本母音図を基に作成.

表2 DnMS, Dania,1PA の記号対応

DnMS
Da-

nla

i (:)

eω

記ω

会ω

a

a

DR :

60

SDU

85ff .

a

PMH :

P棚

ej,

eT

ε

0

8f .

IPA

αω

記

IPA

5

aj、ノ徒

iω

e▲ω

eω

ε

T/T :138

IPA

aQ

T/T

yω

Φω

6ω

δω

α

aQ

a-/a十

記ω

iω

eよω

eω

ε:

E「_:/ia_1_

ε「、/a、'、

εY/aj、

y-

φ▲一

φY-

(E-

缶T-

εY

0

a、1、ー

B/W

B/W

Uω

0ω

含ω

δω

0

a'ω

y

φ▲

φT

m

田Υ

D十+促Y

19ff.

IPA

0ω

iω

e▲ω

eTω

εω

0.'ー

U

yω

φ▲ω

φω

促Tω

a

a一ω

0」"

0・.・+

OT

圧ー/D十

J

8

εY/a▲/記

aω

D+十

yω

φ'ω

φTm

鴎ω

J , L

α

Uω

0▲ω

0ω

Dω

OT

ヨ

0+ω

a

1, e

U , Q

P,Q,9

偽T

Uω

0.、ω

0▲+ω

0ω

0・¥・+

yω

φ'ω

φTω

mYω

J

a

Uω

0上ω

0-1、+C

D.、ω

θ

を E

a

a
 
a
 
a

コ<

e
 
m
 
・
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ー
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e
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0
 
・
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1.5.音環境およぴ実現形について

音環境とは,当該母音と同一音節中の前および後の音を含む音環境のこととする

§1.1 末尾で述べたように,母音の音価に影響を与える要素としては hノのみと

する.音環境を示す場合,この/r/を" R "と記し,その他の音を" X "と記す

但し,「その他の音」には何もない,すなわち無音の場合も含む.音環境,たとえば

"X R "は「 X と Rの間に当該母音が現れる」と読む."_R "は「音節頭はXで

も Rでもよい」と読む.また,たとえば" X[e]/R[記]"は「 X の後では[e], R の後

では[記]になる」と読む

とのほか,語業頻度に関係する音として,母音に後続する鼻子音がある.この鼻子,

音を"N"と記し,この鼻子音力野髪続する環境を「鼻子音環境」と呼ふ. Nは母音の

音価に影響するものではないので,上述の"X",すなわち「その他の音」に含まれ

る音である.それゆえ,鼻子音環境の母音の頻度に関係する記述を行う場合にのみ,

たとえば"X_N"のように音環境を指定するが,その他の場合には,NはXに含ま

れるものとする

本稿では,一般に「変異音」と呼ばれる音単位は,原則として「実現形」と呼ぶ.

との表現を用いる理由は,「ある音素がある音声形で実現きれる」という意味をもた

せるためである

[vi 江a] Vilde [vila]hvile

[he 6a] hedde [heδヨ]hede

n等Se] 1記Sse 臼記Sa]]記Se

Πく合me] kande [kana]kane

[rω ne] rande [rana]rane

[hy18] hylde [hy]θ]hy]e

[kφla] kφ]]e [kφ1θ]kφ]e

〔kU江a] kulde [kU18]kule

[ fo . kus ] foto [foto]fokus

[m含 ne] murlde [m会ne]
6

mane

語の日本語の意味については,§5 汗列語りスト」参照きれたい.また,以下の

記述中の例語の発音およぴ意味についても,「例語りスト」を参照きれたい

1.6.長・短母音の対立

デ語母音には「長・短」という音長牝よる音韻的対立がある.しかし, Cこでは

音韻解釈を行う前の段階で,音韻解釈次第でぺアがずれることがあるので(→3.5),

音声的に同じまたは類似する長・短母音のぺアを示すことにするが,大筋では長・短

母音音素の実現形の対立である.(以下では,語の第1音節にのみ強強勢がある場合

には,強強勢記号[1]を省略して示す.)

mil [mi!1]- mild [mi]']

[se!n]- sind [sen']Sen

h記1 [h記! U - held [h記1']

hva][V合! U - va18 [val'(j)]

8ran [gra!n]-8ran [gran']

hyl [hy!]]- hyld [hyl']

fφ1![fφ!U - fφ1且![fφ】'(j)]

f昭1 [fu! U - fuld [ful']

Jog [JO!] jo uo]

1らn U会!n]-1山d [1急n']



2.長母音音素とその実現形

2.1.序

本章では文体的短音化(⇔1.3)は取り上げない.これにつぃては§3.8 で述べる

長・短完全母音の後の/-r合/はノr/力珂虫立の音とはならず,/aノと融合し,全体

で[0]になる([δし)1,[αω]の後では各々[δ],[aD .たとえば抽re [1餘0](cf

1記r![1徒!JD .詳細は§ 4.2.1 を参照

以下,本章で示す語例のうち,例外と明記しないかぎり,単音節語形中の長母音

状音は Stφd をとる.但し,長母音の記述中では,たとえば「/iゾは[i0 とな

る」というように, stφd を付きないで示す

/i:ノ

/e:/

/記:/

[記

mare

[i o

[ e .]

[記:]

/ao

表3

Vi(e) mile

7

X

Ve

長母音音素と実現形

/a:ノ

/a:r/

X

f記

me]e

仏■
[α0
[α0

Iide

/y:/

ノφ:ノ

/6:ノ

[6

m記le

tab

Iede

[y司

[φヨ

[6:]
/δ:]

fri

S1記de

R

male

/e :/

tre

tr記

ride

Sy

X

/U:/

/0:/

/含ゾ

/会: r/'

Sφ

Iade2

Iyne

8ribe

bφh

rede

tr記de

[U江

[0ヨ

[らヨ
[δ司

Bφhme

byde

drab

hφne

Snu

glver

rebe

r記be

bφde

grade

Sno

gry

Sker

mu]e

R

1.8iver [9i!J]; 2. 1ade [名]; 3. dのr 勵上 4. dφr [名]; 5. n会[釧

単音節形は b伽を除き, stφd をもつ

{[名]=名詞,彫]=形容詞,勵]=動詞,[代}=代名詞,[副]=岳11詞,同=前置詞,

鬮=接続詞,圏]=間投詞)

mlre

na

ノφ:ノ

frφ

Ⅲ0]e

8ryde

Skrabe

mere

Pude

Iire

g記r

m含]e

Pode

f]ere

krybe

rφde

ru

m記re

b五de

Skar

ro

rude

dyr

1記re

rφbe

ra
0

mare

rode

dφr3

三rube

myre

r会de

Idare

dφr4

mφre

robe

fyre

tur

r含be

fφre

Smφre 且φre

bらre

Stor

mure

tらr

more

bure

bore
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2.2.前舌非円唇長母音ノi:ノ,/e:ノ,ノ記:ノ

X_X 環境では Vi(e)[vi!]- ve [ve!]- f記[f記!]あるしルよ mi]e [加 1ヨ]- mele

[me:1日]- m記le [m記:1θ]のように/iゾ,/eゾ,ノ記ゾの 3 個の音素の対立力Sある

R_X環境では,/eゾと/記ゾは音韻的対立(区卸D が失われ,音声形[記a の

みが現れる. R_X環境におけるこの中和形はノe:/の実現形と解釈する.というの

は,もしこれを/記:ノとすると,同環境では/e:/がなくて,/iゾとノ記:ノだけが

あるということになるが,これは体系的には不自然である.したがって,音韻的に

は/iゾと/eゾのみが同環境に現れると解釈する.しかし,音声的には臣■は

X_X環境の/記ゾの実現形と同じ(または,より広口の)母音状音になることは

事実である

この中和形の実現形は[卸]のほカルこ[a司もある. SDU NU1肌erhenvisnin三er nr.

42 およぴ nr.46 によれば,/reゾの実現形は f記:]または[白.]またはその中問

形であり,これらの実現形は記ldre にも yn8re にもみられる. B-C .107f、でも両

音を認めている.これらの音の違いは音韻的なものではなく,個人問の発音上の違い

である.つまり,各個人はいずれかの 1個の実現形を用いる.本稿では則H および

SDU の標準表記に従って,[記:]のみを用いる

なお,8r記de は[gr記河ヨ]ではなく,[gra轟θ]になる.この 1 語は本稿では例外

とみなすが,例外としない場合は, T/T :138 の解釈のように Rノ記:ノとしてもよい.

(なコ6, T/丁では gr記de を[gr註6a]と発音する人もあるという. SDU 尽r記de の項に

も同様の記述がある.)

X /R_R環境では,/jゾ,/eゾは各々[j:],[e:]のままであるが,ノ記:ノの実

現形は[記■または[a■になる.この場合も両音の相違は個人間のそれである. SDU

Nwnmerhenvisnin三er nr.48 によれば,[a!,ら.,(会)]は多くの抑8re および大多

数の Un三e で用いられる. SDU の表記では,たとえば S徒r, 1記re は[S記!J, S記J'],

[1卸0]のように,短音化形を含め,全て[Ξ]の音質のみが用いられてぃるが, P鬮
,

では[S記!J, sa、1'],日記:0,1急.0]のように長音形でも短音形でも[記]と[釘の音

質が用いられている.但し,単音節形の短音化形は[記]ではなく,[会]のみが用いら

れている.この[合J]は短母音音素/記r/(または/会r/)の実現形と同じ音質になる

(⇔3.2.3).また,/卸/R (および R/eゾ)の実現形としての[a0 は,非R環境の

/aゾの実現形[aヨと同一の音であるが,この X[a0 と/記ゾR (および R/eゾ)の

実現形である仏寸とは同一音環境で重複する(同一音環境に現れる)ことはない

(表 3 参照).

補記 1

SDU の見出し語直後の発音形,すなわち 1930年生まれの話者の「明瞭形」では,

綴り字<re>,<r記>(以下,綴り字はく>に包む)が長母音を表すとき,<re>は

Da.[rmu (= DnMS [r記j]),<r徒>は Da.[r記:](= DnMS [r記: D で表記されてぃる



したがって,この区別を行う話者の言語では/reゾと/r記ゾは中和しないことに,

なる.しかしながら,すでに BasbφⅡ 196主 35 に明記されているように, ASC では,

/reゾと/r記/は中和する. PMH, B/W, T/T, B-C でも中和形しか示きれておらず ,

また上述の SDU Nunmerhenvisninger nr.42 でも中和すると記述されている.これ

らのことから,本福では上述のように,/reゾと/r記:/は中和すると解釈する

2.4.前舌円唇長母音:/yゾ,ノφ:ノ,/6:/

2.4.1.実現形の分布

/yゾは/r/の影響を受けず,実現形は{y司の 1個のみである

X_X環境で[6a をもつ語は,少数の擬音語的問投詞 b仙[b60, m仙[m6■,

仙 160 (血は[伽,飢]の発音形もある)および上述の b仙を第 1要素とする合

成形 bφNand [1b辻 11an'], bφhmand ['b6:'man']のみである.そして,鼻子音環境

で[60 をもつ語は加ne のみである

SDU :90 によれば,[6ヨは hΦne,φh, bφh (および/rノの後)にしか現れない

一方, SDU J08 比よれば,[φ0 は同一形態素中の[n]の前には現れないが, Mφn

[mφ!n]や稀な語の dφn [dの!n]に見られ,まナといくつかの外来語に散発的に現れる

に過ぎない. SDU に限らず,一般化/φゾは鼻子音の前では[辻]になると解釈きれ

2.3./a:/

/a:/は,非R環境では[白江,/rノの後では[α:]になる

は,/rノを含むノ印r/全体で 1 個の[α:]になる.つまり,

融合してΠ固の長母音状音になる.これに対し,/raゾは[ra

融合せずに,/r/は独立の[r]として現れ,[α0 は音素/a

この点が'ソaゾ十音節末ノr/"の融合形の[α江とは異なる

ba8 [ ba ! U )]X/a:/[含]: tab [t合!b]

brag [bra!W]R/aゾ[ω]: drab [dra ! b]

/a: r/[ω小 Start [sdα1田 bar [ba!]

この結果,ナととえば have- har, ta8e- tager

相違は母音の音質のみによることになる

不定詞牙宏/haソ[h合!] /ta!/[t合1]

現在形./ha!r/[ha!] /ta!r/[ta!]

bark [ba:g], harpe [ha:ba]などの[α:]については,§ 3.6 で述べる

9

/r/に後続されるとき

2個の音素が音声的に

]で,/rノとノaゾは

/だけの実現形である

( S 2.5 のノ急: r/参照).

base [b会:sa]

rase [rω Sa]

bare [ba:α]

などの不定詞形と現在形の発音上の

補記2

karl [ka!]]<男子,下男>の<ar>

つまり<r>は音素としては存在しない

なる.一方,男子名の Kar]は[ka!U

は[α■ではなく,例外的に[aヨになる

したがって,同語の音韻構造はノka!V に

/ka!rV であるので,例外ではない
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てきた.たとえば B/W :33 では,新しい外来語 fφ(h)ne [fφ:ne]を加えると,[60

との潜在的コミュテーシ.ンが h如e [h辻na]との問に存在するというふう牝記述き

れている. T/T 138 でも/φゾではなく,/6ゾと解釈しているように思える.しか

しながら,稀な語や外来語とはいえ,"[φ寸十鼻子音"の結合は"[6■+鼻子音"の

結合より多い.つまり,語数の点では[φ門になる方がずっと多い

Bφhme, Bφhmen,化φhmer, bφhmisk), Mφn,(mφnbo, mφnsk), dψn, fφn,

Fφniks, oblskφn, drφn, drφne, skrφne, nor】rφn.

したがって,[の]が例外なのではなく,[6■の方がむしろ例外であるとみなすべ

きである.いずれにせよ,鼻子音環境で[φヨ,[6寸をもつ語は非常に少なく,それ

も hφne 以外は稀な語あるいは外来語あるいは擬音語的問投詞などである. X_X,

X_Nに現れる[φ■,16江は次のように 2通りに解釈できょう

(D ノφゾはX_X/Nで[φ.], R_X/Nで[6■.一方,/6ゾは X_X/Nで[6.]

(R_N には現れない?).

(2)/φゾは X_ X (/N )では[φ0 であるが, R_X (/N )では[6:].但し, hφne,

bφh,化φhland, b伽mand), m血,伽は例外的に[6ヨ牝なる(φh は[6:]の

ほ力)に[φ:, a:]形もある).

本稿では,例外をできるだけ少なくするために,①を採るが,②とすることも

十分できよう.いずれにせよ,_X/Nでの/6ゾの機能負荷量は/yゾと/φゾに

くらべ,非常に少ない.(本稿では, R_Xでの[60 は/φ:/の実現牙多とする.)

2.4.2.ノ'y: r/,/φ: r/,/6: r/'

前舌円唇長母音の対立は,上述のように, X_X/N環境では 3個, R_X (/N)

では 2個であるが, X/R_R環境ではノyゾーノφゾー/6ゾの 3 個の音素の対立が

ある. dyr [dylJ]- dΦr 1釧[dφ! J]- dφr [名][d61J/d6J'],

/6才ノの/6ゾの実現形は[6ヨまナとは[60 になる. SDU, PMH とも多音節形,

ナととえば Smφre では[smdo, sm辻0]のように[6a , fδ:]の両形を示しているが,

単音節形,たとえば dφr <扉>は非短音化形では[d6!」],短音化形では臼6J']の

ように,士短音化の相違によって音質を区別している.さらに SDU では,/r/に先

行される/6丁ノ,たとえばルre (および同語の屈折形,関連の合成形)は,[r辻0]

のように[6:]のみが用いられているが, P酬1 では[6.,う:]の両形が示されてい

る. P腸1 の単音節形 r伽は上記の dφr と同様になる

SDU Numlerhenvjsnin8er nr.49 によれば,大多数の yngre では[δ:]を用いる

ASC を記述する BasbφΠ 1969, B/W および B-C では[6司のみが示きれている

[6.,6:]の両形を認めるのは T/T だけである.したがって,/r/の前の/6ゾの

実現形は[う:]が一般的であるとみなすのが妥当であろう.ノφ:r(a)/,/6オ(a)ノの

語は次の通り

R_NはR_Xと同じ田環見R NでX Nで }0[φ ]φ[[ ]



/φ: r/ bφr [名], dφr 1訓, fφr [形}, fφre , hφre, k1φr, kφre, mφr, 1nedlbφr,,

P]φre , skφr , S 1φr , S]φre ,φr ,φre , etc'

<-1φr>[-1φIJ]のフランス語からの借用語(の大多数)(補記 3 参照);

dφr [名1, fφr 除H甸, gφre , 10plrφr , rφr, rφre, smφre , snφre, Sφren,

tφr 膨], etc.

<-1φr>[・,6ば,ー'辻、1]のフランス語からの借用語の一部(補記 3 参照)

/6:r/:

2.5.後舌円唇長母音./Uゾ,/0ゾ,/らゾ

後舌長母音は,/含r/を除き,周囲の音の影響は受けない

/会丁ノはノらゾと/r/が融合して 1 個の音として実現される(§2.3 の/印r/,

参旦電)

b会de [bら酒a]X/急ゾ[含 1 ら[会1] fら[f含!]

rらde [r会:δ日]arら[gr合1]R/らゾ[含小 r急[r会1]

b厶re [ bδ:δ]fらr [fa!]/註r/[ふ上会r [δ!]

うな不定詞形と現在形の発音上の相違は[ら司対血口この結果,たとえば次のよ

の音質のみの相違となる

/g含!/[g含!]不定詞形:/fら1/[f会!]

/g会!r/[gδ!]現在升身/fら!r/[fδ!]

(比較. have [ha!]対 har [hα1](→2.3)).

bort [b小d1 圖], snorke [snδ.g3]などの[δ■については,§ 3.6 で述ぺる

補記3

上述のように,<ー.Φr>(稀にくー'eur>)に終わるフランス語からの借用語がある

(フランス語のく-eur>に相当する).これらの語は抽象名詞(duSφr, faVφr, vj三φr

など)または「行為者あるいは器械・器具」などを表す名詞(chauH伽, debattφr,

ProJektφr)などであるが,その大多数は「行為者」を示す名詞である

発音に関しては,これらの<ー.φr>は大多数の場合には[ー'φ!J]になるが,どく

一音Ⅲよ以下に示すようにノー'6オ/[ー,6ばノー'6コ]になる. C れは 2 つの点で音韻的

に例外的な特徴をもつ:[d ,6:]は原則として短音化されない; f6:,δ:]は長母音

にもかかわらず Stφd をとらない

/-1φ!r/[-1φ1、1,・・1φJ']

ambassaldφr, chauflfφr, debatltφr, dulSφr, eksporltφr, frilSのr, honlnφr,

hu lmφr , impor ltφr , kU 11φr , proJek ltφr , etc.

ノー16:r/[-16:J,-1う:J]

Charlmφr/charlmeur, eksteri1φr, falVφr, interi1φr, par11φr, vi18φr, etc.

なお, POISφr , va11φr などはノー16:r/のほ力),ノー1φ!rノになることもある

Ⅱ
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3.短母音音素とその実現形

表4 短母音音素と実現形

( A =話者A (同時牝,解釈A ), B =話者B (同時に,解釈B );

母音を加えない場合,Ⅱ=短音化母音を加えた場合;十=複合形,

A

/V

B

/e/

/i/

ノ記ノ

/e/'

[ i ]

[ e]

〔記]

[記/会]

[ a ]

1釘

/記/

bljst

X

/a/

Hst

X

/a/

/ar/

hest

b1記St

Spilde

/a/

/ar/

Spi"e

/y/

Pe11e

腔Ⅱe

[ a]
[α]
[α]

trist

/φノ

R

/y/

/6/

X

ノφ/

Iast

Iak

Spln"尽te#
「刃rter
Spor]φS+

rist

tres

tri11e

/6/

1=短音化

"=屈折形)

tyst

briHer

balde

balくke

Ir

kyst
φSt

[ 6 ]

rest

P沈St

R

Per

Skylde

[6ノ釘

[ 6 ]

]jrke

SφⅥ〕

rast

greHe
tr記He

SkyHe
kφ1] e

Π颯 nφⅥ"e

/δ/

1記rt#

1

flertal+

brysk

/U/

er

b記r

trane

StφVle

Ⅱ

/0/

/U/

]記rdom十

tryHe

kerne

1記rke

/0/

Vor

bryst
brφSt

Par

ノ会ノ

/会r/

/急ノ

tyrk

kup

bry11UP
1くrφUe

X

rφV

grφn

bφrs

kφrt#

trilkot

[釘

/含r/

X

myrde

kuple

/0/

m]

10 ]

[0ノδ]

VrφVle

Skub

Π肋rne

hφrli三+

bofast+
b]od1φS+

trup

Skubt)e

d会d]φS+

R

bulreau

X

eruppe

tφrveJr十

Skφrt [名]脚rke

koble

Π会土te

Sove

Skrub

trofast十

rod1φS+

Spurt

r山t)e

tr会d1φS十

trop
r会t#

rov

R

SP山宮t#
I×)rt
torn

SPT】rte

kroppe
rらbte#

8rove#

副

P

V

0
 
.
a
 
o

k
 
s
 
1

]
]
y
 
φ

[
[

]
]

[
[



3.1.序

本章で扱う短母音は,§1.3 で述べたように,則H およぴ SDU で短母音(状音)で

表記きれているもので,本来あるいは伝統的に短母音として扱われてきたもののほか

に,形態音韻的短音化による短音化母音も目録に含める(⇔前頁の表4).但し,短

音化母音は本来の短母音と音質が異なる場合のみ取り上げる.該当する母音は[田],

f記、1],[φJ],[6J]の母音,およぴ[0],[急]である.前舌母音[e,記],[φ,可に

関しては,話者の相違によって生ずるものである.一方,後舌母音[0],[劃に関し

ては,話者による相違ではなく,音韻解釈の相違によるものである

音長変化については多くの論文(たとえば Basbφ11 1970,1971,1972,1973a,

1973b} Rische1 1969,197ので取り上げられている.しかしこれらの論文では,短

音化した短母音をどのように扱うのか,つまり長母音音素の実現形として扱うのか

あるいは短母音音素の実現形として扱うのかは明確ではない. T/1139 では,/r/

の前の[e,φ,0]は/e,φ,0/として認めているようであるが,これらはすべて短

音化母音であると述べている.[0]と[劃は一般に/0/の条件変異音ときれるが,

B/W :36H.では,形態音韻的短音化の[0、1](しかし[OJ]のみ)を考慮して,{0]

を[釘から切り雉して,独立の「周辺的音素」/0/とする可能性を示唆しているが,

真のコミュテーシ"ンを示す語対はほとんどなかろうと言っている.なお,音長変化

(および子音の音質変化)に関して, Bedくer-christensen では正音学の見地から詳細

な記述力訴〒われている.このデータは大いに利用した

鼻子音環境(=音節末鼻子音の前)の狭口母音[i, y, U]は現実にはどく少数の

語に現れるにすぎないが,本福では例外を少なくするために,後続鼻子音の影等は

考慮せずに,[i, y, U]は各々/i, y, U/の実現形と解釈する

13

3.2.前舌非円唇短母音./i, e,記ノ

3.2'1.前舌非円唇短母音の分布(⇔表4)

X_Xでは,長母音に並行Lて/i, e,記/の 3個の音素の対立があり,その実現

形は各々[i],[el,[記]になる. R_Xでもノi, e,記/の対立は保たれるが,との

場合/e/,/記ノの実現形が各々一段広口の{記],[釦になる.つまり, C の環境では

[記]は/記ノの実現形ではなく,/e/の実現形となる.対応の長母音と比較してみると,

長い he,ノと h記ゾは中和するが(⇔2.2),短い/"e/と/r記/は中和しない.

3.2.2.鼻子音環境の母音

鼻子音環境では,]inJe [1inja]- hjnde fhene], hende [hen8]- henne [h記ne],

h記nde [h記na],あるいは trin [trjn]- brint [ br記n' d]- prent [pran' d], skr記nt

[sgran'd]のように, X /R_ X のナ昜合と同様に, X _N で[j]ー[e]ー[記], R_N
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で[U -[記]ー[釘が各々/V,/e/,他/として対立する.しかしながら,鼻子音

環境の[i](/V)は現実には次の 6語に見られるのみである

[i]: 1inje/]inie [1inJa], pinJe [pinJa], trin [trjn上

[徒y[ i]: trimle Rr記m]ヨ, trim1己], tr ind [ tr記n ', trin '];

[i:]/[i]: pinsel [pi!nsal, pin'sal]

このうち, trimle, tr加d ではル]一形(/e/)が, pinse1 では長母音形が標準形で

ある

とのほかの場合には鼻子音の前では,<i>は X[e]ノ則記](/e/)になる.これに平

行して,<e>は<記>とともに鼻子音の前では X[ミνR[釘(他/)になるが,次の語の

<e>は[e]になる: hende [hene], end [en,記n], fJende [fJena, fJ記na], sennep

[sen8b, S記n8b]. end, fJende, senneP の[記卜形はノ記/の実現形である.した力Sつ

て,これらの語はノe/一形と/記/一形の 2 個をもつことになる

3.2.3./r/に後続される場合の実現形

/r/牝後続される前舌非円唇短母音は次のようになる

短音化母音本来の短母音

Ifiylkant+[iJ] Ir

Iflerltal+[e司 Per

11記rldo(n+]記rt (e)# n記rhed+[記J/急J]

11記r]jng十[合J] er, b記r n記rme n記rmere

[iJ]は多数の語に現れる.[eJ]は次の語に現れる. per (男子名),形容詞 bor・

Inert , for lkert ,目e lneret , kre lper] i8, ure l gerli8, u lterlig (SDU では Uter-

]ig は長音形[ultelJ1口も明瞭形として認める);短音化母音.'fJerlkr記, 1fjer-

11et, 1flerltal, 1flerltydi昆, 11erlfad, 1merlimport, etc.

[記J/合J]は,§2.2 で述べナとノ・卸r(日ソの長母音の形態音韻的短音化の結果とし

ての短音化母音である.この場合の[記],[創は長厩音の場合と同様に(→2.2),そ

の音質の相違は個人間の相違で,同一話者はどちらか一方を用いる.便宜上,[釘を

用いる話者を疇舌者A J,[記]の話者を疇舌者B 」とする(表4参照).話者B では

(長母音をもつ]記re, n記r から派生の) 1記r-, n記r一は P 1記J-],[1n記J-]になる

この[記J]の[記]は本来の短母音としては(下記の dessert を除き)[J]の前には

現れない.それゆえ,話者B の言語では[iJ],[eJ],[釦],[会J]は少なくとも音声

的には区別される力S,たとえば抽rdom [11記、11dom']と 1記rlina n合、11eη], n記rhed

[1n記Jlhe!る]と n記rme [narma], n記rmere [n会Jmoo]の問に真のコミュテーションカS

存在すると言えるかどぅか,つまり真の音韻的対立があると言えるかどうか疑問の余

j也がある.同じ 1記re, n記r 力)らの派生の 1記rHDg, n記rme, n記rmere などは[合J]の

,



発音形しかもたないのである'それゆえ,[釦]の[徒]をその他の 3個の音声形と

音韻的に対立する独立の短母音として認めるとしても,周辺的な音素というべきで

あろう.短音化仏J]をもつ話者Aでは本来の短母音の実現形仏J]と伺じである

ので,短音化母音は独立の音素(の実現形)とはならない

このように解釈すると,話者Bはノr/の前でのみ4個の音素を区別することにな

る.ただ,話者Aでも B でも[記J]になる語が 1 個ある.それは dessert で, SDU で

は[de1訟J 'd], PNⅢでは[d記IS記: J , d記' S記J'd], B-C :1H では母音は[合, e,記]で

あるとする.このように, dessert は発音が一定Lないが,もしとの 1語を例外でない

とするならば,話者A , B とも/記r/と/ar/を認めることになるが,話者Aのため

にその必要があるかどうかは甚だ疑問で,話者Aでは例外とするのが妥当であろう

短音化母音[御伯J]と短母音[aJ]の例を加える

[記J/合J]:複合升三: 1Vejrlmelding (cf. veJr), 1k記rlk0肌en (cf. k記r),

In記rlsynet, 1SV記rlV記8t, 1SV記rlhed (cf. SV記r), 1SV記rdlfislく,

ISV記rdlk]inge (cf. SV記rd), 1S記rlkende, 1S徒rlhed (cf. S記r),

I tV記r l fa目] i8, 1 tV記r l m会1, etc .;

[aJ]; bjerg, ferslく, jern, b記r, sk記rm, st記rk, etc

複合牙ラ: k記rHa (cf. k記r, k記rk0Π卯en), S記rHg (cf. S徒r, S記rkende),

tV記rs (cf. tV記rm会D , etc.;屈折升多: n記rmest (cf. n記r, n記rhed).
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3.3./a/の実現形

音節頭/r/の後の/a/は,長い/aゾの実現形と同じように,/r/の影磐を受

けて[α]になる. X_Xでは,長い/aゾの実現形は仏」の 1個のみであるが,

短い/a/の方は[a]と[α]の 2 個がある.[a]は(/r/に先行きれずに)開音節

に現れるとき(=音節末に子音がないとき)あるいは(/r/に先行きれず牝)音節末

歯(茎)子音に後続きれるときに現れる.その他の場合(つまり,/r/に先行きれずに

音節末子音が唇子音,硬口蓋音または軟口蓋音のとき)には[α]になる.(鼻子音は

/a/には一切関係しない.)

/rノの前のノa/(kar [kα1, par [pa], var [va](V記re の過去形))は/ar/全体

で[α]になると解釈するが,これについては, S3.6 で改めて述べる

/a/[a上 da Iast Iand

[α] randrastIam] ap

]angIalく rangram

/ar/[α上 kar VarPar

(開音節に現れる[a]の例として, B/W .30 では da [da]のほカルこ, hvad [va], kan

[ka],1a Da]を挙げているが, hvad, kan はこれが唯一の発音形ではない.)
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次の語の<a>は歯子音の前に現れるが,[a]ではなく[α]をもつ

aldrja [aldru , ander]edes [an011e!6as], Anders(en)[anos(en)],

andre [andro](および関連語の hverandre [V記J1αndro, V合J-]), forandre

Ifd 1αn' dro], vandre [vandro](および Vandrer [名] fvandro], udvandre

[1UδIvan'dro]などの関連語)および間投詞としての hva'[va]

たとえば al(t) 1al'(d)], alder [alo]対 a]dri8 [aldrU や anden [anan],

andet [ana6]対 andre [andro]のようなぺアが音韻的に対立すると解釈する場合牝

は,[α]は/αノ,{a]は/a/とする必要が生ずる.しかし, B-C :30lff.のデータ

の中で,[U,[n]に後続される語は,少なく見積って各々部語はある.このうち,

歯子音の前で[α]になる語はわずかであるというCとになるので,これらは例外と

みなすのが適当であろう.このほか,開音節に現れるのか非歯音環境に現れるのかが

不明瞭な語で[α]をもつ語が少数ある.なお,-andre の語形は klandre [klandro]

以外はおそらく[α]になると思われる

補記4

上述のように,本福では, X_X環境の/aノの実現形として[a],[α]の 2個のみ

を認める.これは P鬮, T/T, B・C と同じである. SDU では本稿の二重母音[aj](ー

3.フ.2)は,/r/に先行されない場合には[dj]Φania [dt])になる.1eJe ndJa]

対 reJe [raje]. SDU NW肌erhenvisnin8er nr.30 によれば,大多数の地域の yn8re

で[aj]が一般的である.それゆえ,本稿では[d]は用いない.なお, B/W でも SDU

と同様に,1eJe と reJe の a一音は異なるが,これはその他の解釈上の相違も伴うの

で,単純に比較できない

3.4.前舌円唇短母音./y,φ,6/

3.4.1. X_X環境

鼻子音環境では/y,φ,6ノの 3個の音素の対立があるが(⇔3.4.2), X__X環境

では,ノーV/([WD の前以外では/y/[y]と/φ/[φ]の対立しかない./-Vノの前

で[φ]になるのは,φVria [φWrj],φVre [φWro], manφVre [malnφWro]しかなく,

その他は[6]になる.したがって. Cれら 3語を例外と認めれば, X_X環境では

/y/と/φ/の対立しかないことになる.しかしながら,このほかに形態音韻的短音

イヒによる[φW]を加えることができる● dφVbleven [' dφWlble!van,-1ble!wan],1φV-

fald [ 1 1φW l fal'], S 1φVs ind [ 1 S 1φW l sen '], stφVSU8er [ 1 SdφW I SU ! 0 ], etc .まナと ,

次節で述ぺる鼻子音の前でも[y],[φ],[6]が対立することを考慮して,本稿では

φVrig などの[φ]は/φノの実現形, stφVle [sd6帆8], SφVn [S6W'n]などの[6]

はノ6/の実現形とする./6/は/r/の後では[6]になる: vrφVI [vrδW']].なお,



B-C 262 のデータによると, X[6]/R[司の語形は12個ほどある

3.4.2.鼻子音環境

hy卿e [hymn31-hynde [hφno]. sk狐de lsgφna]- skφr川e [sg6na],あるいは brynJe

[brynJa]- brynde [ br6na]ー,φnne [ r6na]のように, X _ N で[y]ー[φ]ー[6],

R _N で[y]ー[6]ー[釘が各々/y/,/φノ,/6ノとして対立する

しかしながら一鼻子音環境には[y]はほとんど現れず,次の語に見られるのみで

ある. h川ne, brynje およぴ Synes [syns]<感じる一思う>(SDU では,<,ーのよう

だ>の意味の SyneS は長母音の[synes]になる; PMH では,意味の区別なしに

[synas, syn'SD .このほかに,外来語(ギリシア語起源の語)の語頭弱強勢音節中の

<S抑一>,<Syn->が各々[sym-],[syn-]になる.たとえば次のような語がある

Sym l bo], symfo l ni, symme l tri, sympa l t i, syⅢ I pos i師, S抑P l tom, syr11 drom ,

S抑lkope, synlkron, syn ltaks , syn ltese , etc

上例からわかるように,とれらの語の多くは日常的な語業ではない.このほかに

8抑nasiU1Π[gymlna lJ合m], gymnastilく[g川nalsdig]などの語頭弱音即に[y](/y/)

が現れるが, olympiade [01φmpi'a●a],01抑Pisk [0'1φmpiS9]では一般的に予想き

れる[φ]が現れている. syndi】kat は SDU では[φ](/φノ), MH では[y](/y/)と

きれる

上記の場合を除き,鼻子音環境の<y>は X[φ]/R[6],<φ>は X[6]/R[司になる

<φ>が例外的に X[φ]/R[6](/φ/)になる場合がある.但し, SDU によれば,叩nt,

m伽te 以外は, X[6νR[司形(/6/)もとくに yngre では用いられ可能性がある

mφnt, mφnte;Ⅲφnje, mφnster, Pφnse, Sφnden, Sφnder, Sφnder-, Sφndre,

tφnde, tφnder, Tφnder,のnske;

krφnike は[嗣/[δ], dルnnert は SDU では[6]/[司, P"1 では[b]のみ

このほかの<φ>は X[6]/R[司になる.これはノ6ノの実現形である.したがって,

たとえば上記の krφnike, drφnnert の当該母音はノφ/およぴ/6/の両音素の実現

形である

月rφn, drφm などの/6/のR_Nでの実現形は PⅧおよび SDU の標凖表記に従っ

て[6]と表記するが,現実にはこれは,より広口の 1?]になる(SDU NU1肌erhenvis-

ninger nr.45 参照). T/T, B/W, B-C でも[0]で表記きれている.まナと,デ語発音

教本 Sφgaar辻 92 でも山/0]で示きれている
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3.4.3.ノ'r/の月1」

音節末の h/の前では次のような音声形が現れる

[yJ上 fyr <松>, dyrke, myrde, etc.
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[φJ上 bφrs ;

短音化母音(-2.4.2シ'ind lfφrsel (cf. fφre), 1hφr, bar, hφrli8

(cf. hφre), kφrsel (cf. kφre), mφrne (cf. mφr), skφrne (cf. skφr),

etc.; fφrt (e), hφrt (e), kφrt (e),

[ 6J/δJ ]:短音イ七母音(⇔ 2.4.2 ): 1 dφr l sa lg , 1 fφr l n記Vnt , 1 rφr 1 1記月eer ,

Irφrlf]φJte, rφrli8, 1tφrlveJr, etc、

[δJ]: fφrst, bφrn, smφr, mφrke, tφrke, etc.

短音化母音[6y6J]は, S2.4.2 で述べナと/辻r/の短音化形で,[6]と 1釘の

相違は,長母音の場合と同様に(⇔2.4.2),個人問の相遂である. E3.2.3 の[釦/

a、1]の場合と同様に,とこでも[61]をもつ話者B では,[6]を独立の音素として認

める必要があろうが,たとえば加rke と ltφrlveJr の間に真の音韻的対立があるか

どぅか疑問である(因みに,形容詞 tφr [t6!J, tδJ']の一e 変化形は tφrre [tδ、10]

であり,これは原形の長母音音素が変化形で短母音音素に変わり,その結果,実現形

は[司になる)

/yr/[y」上

/φr/[φ」]

/6r/[うJ上

SpurRte#
Porter

Portner

Spor1φS+

話者A

byrde myrde

bφrs mφrne

bφrn mφrke

3.5.後舌短母音./U,0,らノ

3.5.1.後舌短母音の分布

表5 a =解釈しΠ=解釈1し+=複合形;"=屈折形)

tyrker

kφrsel

tφrveJr

/U/

H

話者B

/yr/[yJ小 byrde

/φr/[φJ]: bφrs

/6r/[6J上 dφrsalg

ノうr/[6Jl bφrn

/0/

/U/

/0/

Vor

kup

X

/会ノ

/会r/

tr11 kot

foto

bofast十

blod1φS十

X

kuple

/含/

[含]

tyrker

kφrsel

tφrvejr

tφrke

/らr/

/0/

[δ]

10 ]

[0/6]

Skub

trup

R

Skubbe

d会d1φS十

bu】 reau

X

gr口Ppe

kop
.

Sa

10V

kroppe
r急bte#

grove#

koble

mらtte

Sove

Skr山

trofast+

rod1φS+

Spurt

R

Spurat#
Port
torn

rubbe

tr合d1φS十

SP山te

土rop
rらt#

rov

ー
]

[
[



3.5.2.[0]と[釘の音韻解釈一解釈 1

後舌短母音の音韻解釈は[0]と[釘の解釈次第である.伝統的には,[0]と[釘

は 1 個の音素の実現形ときれている(これを「解釈 1」とする).すなわち,[01 は

主として開音節に,[劃は閉音節に現れるときれる.と.の解釈の場合,開音節の[0]

は JO [JO]を除き,実質的には外来語に現れる

bureau [ by l ro], foto [ 1 fo to], haH O [ha l] 0], J08Urt/yoghurt [ 1 Jo l guJ ' d ],

n iveau [ n il vo], plateau [P】 a 1 土0], tr ilく0t [ tr il ko], etc .}弱日即中: fone-

tik [fon81tig], ko]osal [k010IS会!1], modificere [modifilse!0], etc.

開音節中でなくても,/r/の前に[0]が現れることは Thorsen & Thorsen, Basbφ11

& wagner でも認めている.[釘はこのほかの場合,つまり閉音節に現れるが,[釘を

もっ語形は本来語にも外来語にも多数あるので,この解釈 1では[釘が/0/の主要

実現形となろう.そして,/会ノの実現形は[0]となり,/0ノと/ら/の主要実現形は

各々音素記号より一段広口の[ら],[0]になる, qw]の前の[0]と[δ]は個人間

の相違であるが,これにっいては,§3.5.3 で述べる.)この結果,長母音音素の実

現形との間にずれができることになる(⇔表3 およぴ表5)

[0]が開音節およびノrノの前,[釘がその他の閉音節に現れるかぎり,両音は相

補分布をなし, 1個の音素の2個の実現形となろう

現実には,[0]は/r/の前以外の閉音節にも現れる. T/1139 は,[0]は開音節

(たとえば f0加[1f0加D のほか,「短音化した長母音」として現れると言い, blod・

PφIse [,bl061四Isa]を例示している.この「短音化した長母音」は短母音音素中に

登録されているので,短母音の実現形というととになろう' B/W:34 は,[0]は「とく

に開音節に現れる」とは言うが,同書.36H.では,[0]を[釘とは切り離して,

独立の「周辺的音素」とする可能性を示唆している.すなわち, stor [sdo!J]が

Stormarld [1Sd0山man']のような合成形の第 1 要素になるときに短音化される場合や

mor, bror , sort 膨], hurtig [moJ, broJ, SOJd , hoJdi]などの伊1は,[0]が開日負行

に現れるとするととの反論になると言うが,[0]と[釘の確実な音韻対立ぺアは

ほとんどないだろうと述べている.との場合の「短音化」も, bror, mor の文体的

短音化形を除き,短母音の実現形とみなしてよいであろう

本稿では,[0],[劃は,次節以下に述べる理由によって,各々別の音素の実現

形と解釈することにする,すなわち/0ノ→[0],/ら/→[釘,/0ノ→[0].これを「解

釈11」とする
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3.5.3.閉音節に現れる[0]と短音化母音[含]一解釈Π

まず第一に, PMH およぴ SDU で[OJ]で表記きれている語例を[UJ](/山/)と

対比させて見てみる
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/ur/[UJ]: ablsurd, a1旦Urk, gurgle, kurre, kurs, kursus, kurv, murre,

Purk, slurk, spurt , urt , etc.

/or/[OJ]: hurtj宮, smurt#, smurte#, spurgt#, spurgte#;

bort {名],8Jort#, korlporlia,]ort , port , sort f形1,

fJorten, porter, portner, skJorte, torden;

Or川; 1alhorn, horn, korn, torn.

SDU では<-ort>の語のうち, bort,]ort, port には明瞭形として[-0!Jd]の

長母音形を認めている(この場合には,上記3語は長・短両母音をもつことになる).

しかし, sort,8Jort は短母音状音形のみ,その他の<・orm>,<-orn>の語は各々

[-OJ'm], f・OJ'n]のみとする、 PMH では<-ort,-orn,-orm>の<-or>はすべて

[OJ]とする.後者の方が現実に即していよう.とのようなわけで,上例語の[0、1]

の[0]はすべて短母音の実現形とみなすことができる.(<or>が[0■になるのは

上記の語(およびその合成形,派生形など)においてのみで,その他.は/ムオ/[δヨ

まナてはノらr/[δ]になる(-3.6))

この[OJ]は,確かに閉音節に現れているが,[0]は開音節および音節末ノr/の

前に現れ,その他の場合には[釘になるとすれば,依然として[0]と[釘は相補

分布を成すので,1個の音素/0/の 2個の実現形とみなすことは可能である

次に,閉音節に現れる短音化母音の[0]を見てみる

fod且記nger ['f061g記η0](cf. fod [fo!お]), rod1φS 11r0δ,1φIS](cf、 rod

[ro!δ]), modne [m0るna](cf. moden 膨][mo!δθnD , etc. ,

Stormagt [1SdoJlmagd](cf. stor [sdo!JD , morsom [1moJlsom'](cf. more

[ m0 ゆ D , bordsalt [ 1 boJ l sa]' d](cf . bord [ bo ! J ]), ordbog [ 10J l bら I W]

(cf . ord [ 0 ! J]), etc.

短音化母音の[会]には,次のようなものがある

b会d (S ) anker [ 1 b厶ω 6 (S ) 1 αηgo ](cf . bらd lb会!δ]), d会d1φS [, d会ωδ江φ! S ]

(cf. d合d [dム!δD , V会dfast [ 1V祉)さ, fasd](cf. V会d [Vら!お]), tr会d1φS

[ 1 tr急W 611 φ! S ](cf . tr含d [ tr会! 6 D , etc.

上記の<一合d>は, P鬮では短音化形のみを示すが, SDU では長音形も認めている

本稿では短音形のみを対象とする

boehandler [1b会Wlhanlo], bogli8 [b会州 U (cf. b0且[b急!W]), spr0創くUrsus

[1Sbr急WlkuJSUS], spr081ig [sbr会Wli](cf. spr08 [sbr会!W]), togplan

[ 1 tらW l pla ! n]( cf . toe [名][ tら! W]), k loasIくab [ 1 k]らW l sga ! b ](cf . klog

[ k1含! WD , k08SaH [ 1k会W lsal' d](cf . koge [1く急: wa]),1合gfad [ 11会Wlfaδ]

(cf.1らg [1含!W]), Vら三ne [vawna](cf . V会ge 働][Vら. wa]);

Svoere [SVらWro](svoger [SVら!WO, SV会W' 0](SD山,[SV会W'0](PMH)の複数升ラ).



上例中,短音化した[0]は[δ],[、1]が後続した場合にのみ現れ,短音化した{ら]

は[司または[W]が後続した場合に現れる.このほかの子音が後続するときは長母音

の短音化は起こらないか,あるいは[含0 の場合は[0]に変わる.この[0]は短母

音音素の実現形である,なぜなら[0ヨは存在しないからである

「本来の」短母音音素の実現形としての仏岫はごくわずかしか存在しない(fjog

[fj会W], fog [fらW上 SDU ではとの仏W]以外の発音形も示されている)

[δ]の前では短音化母音の[0]と[劃の問にどく少数ながら,(サブ)ミニマルペ

アが存在する: blod]φS-・dらd1φS, rod1φS- trらd1φS.この場合には明らカルこ音韻的対

立があることになる

T/1139 では,閉音節に現れる[0]として, rosV徒rdig [roslV合J'di]の弱強勢

音節に現れる場合も示しているが,弱強勢閉音節の[0]を加えれば,[δ],[W],[J]

以外の子音の前にも[0],{劃(およぴ[OD が現れる. SDU では,ナととえば kompro・

miS の第 1 ~ 3 形は[k会mpro' mi],第 4 形の kom一は[k0Ⅲ一], ynere では[1<0罰一]

もあるとする. kontakt の第 1 ~ 3 形は[kらnlt叩d]であるが,第 4 形の kon一は

[kon-], yngre では"くon-]もあるとする.また, SDU では, oktan [oglt合!n]の

01<ーは[og-]もあり,01くtav [og' ta!V, og'taw']の ok一は,とくに yn三re で[og-]

になると記述きれている.これらの弱強勢音節に現れる[0],[釘,[0]は音韻的対

立を成すミニマルペアを構成することはなかろうが,いずれも同一音環境に現れてい

るので,3個の音素の実現形とみなすのが妥当であろう

これらの音韻的・音声的事実から,本福では,[0]はノ0/の,[会]は/ら/の実現形

と解釈し,[0]は別の音素/0/の実現形と解釈することにする(表 5 の解釈Ⅱ参照).

/0/は 2個の実現形[0]と[δ]をもつが,これらは相補分布を成す.[δ]は後続

の[W]とともに二重母音を形成する場合に,10]はその他の場合に用いられる.し

か{_ P卜Ⅱ1 ではいずれの音環境でも[0]のみである. SDU NU1肌erhenvisninger nr.,

36 によれば,二重母音第 1 要素としての[δ]は ynRre ではふつう, un8e では常に,

用いられる音である.いずれにせよ,この2音の相違は個人間のそれで,同一話者は

どちらかの音声形しかもたない. B・C でも両音が示きれている. B州では仏]のみが

示きれている. T/T では[δ]については述べられていない./0ノの実現形分布は次の

ようになる. top [tob], trop [trob]に対し, tov [tow]/[tδW], rov [row]/rrδW].

3.5.4.鼻子音環境の実現形

鼻子音環境の<U>=山](/U/)は次の 5語に見られるのみである

hwl, hur】d, hundred(e), kwlne, P山d

とのほかの場合には<U>は[胡になる. R_Nには[U]は現れず,

<U>は[ら](rum [r会m' D ,<0>は[0](rom [rom'])になる

21

Cの環境の
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<0>は<ら>とともに鼻子音環境ではふつう[0]になるが,次の語では仏]になる

bom, b0仙e, b0Π卯e, b01肌ert, bonde, 1bromlb記r, 1donlkraft , mon,

monsltro,-0肌e (伺上 kardelmomme), ond, onkel, onsdag, plombe,

Pomp, tr0Ⅲle, tr01叩e, tromlpet, vagalbond.

鼻子音環境の音素は解釈Πをとる場合,次のようになる

/U/[U]: kw】ne

/0/[0上(kom・, kon・などの弱強勢音節中での実現形のみ)

ノ白/{五]: kwlde

/0/[0]: k0肌e

解釈1でもΠでも多少問題があろうが,弱音節もカバーできる点でⅡを採る

3.6./aω r/,ノ会ωr/

hノに後続きれるノaゾ, /a/および/会 /,/ら/の分布は次のようになる

①[α1] bar ①[δ!]捻r鬮 急rVar

②[α!] part (2)[61]加rsda8fart

③[α!] barn ③[δ!] tらrn hJordara

④[α:] bark ④[δ」 torslくkvart hjort

(5)[α:] bare ⑤[δヨ t急re b五reVare

(6)[α:] barre hvarre ⑥[δ0 I a l borre

barme farce hordeVorte

⑦[α] ⑦[δ]Var 剛 forPar Vor

上例の分類は次のことに基づく

a)本来の長母音, stφd を伴う長母音で終わる;

②本来の長母音,長母音十無声子音で終わるが,母音は Stφd を伴う;

③本来の長母音または短母音,/rノ十有声子音のため,厩音は Stφd を伴う;

④本来は短母音,/rノ十無声子音のため,母音は Stφd を伴わない;

⑤本来の長母音,2音節語;

⑥本来は短母音,2音節語 ,

⑦本来の短母音,/r/の後に子音力井爰続しない場合,長母音状音とはならない.

fa!, aa ,[δ!,δ汗のナ昜合に限らず,"短母音十ノr/[J]"で終わるナ昜合,[J]に

Stのd が起こらないことはよくあるが,この Stφd の有無の現象を除くと,現今では

①~⑥には長母音状音が用いられるので,長母音/印r/,随:r/の実現形と解釈する

のが妥当であろう.⑦だけが短母音状音で発音きれるので,これは短母音/ar/,/会r/

の実現形である.しかし,強強勢音節中で/ar/,ノ合rノであるのは,各々 kar, par,

Var (V記re の過去形), vor およぴ for (前置詞,品1括司,接続詞)のみであり合成



形は別として,多音節形には現れない

④およぴ⑦の形が本来短母音である証拠として,SDUの明瞭形ではとれらを各0

無声の[ar],[δr]としている.([α],[δ]以外の短母音の後で, r の後に無声子音

が後続するときにも r に無声化は起こると記述きれているが,とれは[÷]と表記き

れている.)しかしながら,この無声の r は実際には稀であろう. PMH をはじめ,

その他の諸家では無声の r は一切示きれていない. Cの点では④は/ar/とする

ことも可能であろうが,現実に長母音状音のみが用いられることから,・やはり上述の

ように/a:r/,ノ含:rノとする

上述の解釈に従うと,次に示す本来の長母音音素と本来の短母音音素は中和する

ことになる

b含rebare Spare
/ーらオヨノ[ーふ嗣{一α:α

I a l borrebarre Sparre

<・rre>の前の母音が本来は短母音であることは,他の短母音と比較してみると,

よくわかる

[svi:0] bestyre [belsdy!0]狭口長母音 [kUゆ]kureSvlre

forstyrre [falsdyJ'0]短母音. svirre [SVUO] [ ku、10 ]kurre

dφre [名]臼6:0, dδ.0]広口長母音. h記re [h卸0, h註01

tφrre [tうJO, tδ:0]短母音: herre [heJO, h会:0}

SDU では,上例の[、10]の前の短母音の長音化形は示きれていない. P洲では,

狹口短母音の後では SDU と同じであるが,非狭口母音の後で'は,[・aJO,-a.0],

[-6JO,一辻0]のように短音形と長音形が示されている. SDU Nummerhenvisninger

nr.10 によれば,狭口母音,非狹口母音に関係なく,俗語的な発音およぴ山ge の

発音では"短母音十[J]"は長母音状音になるときれる.また, Dル 255 によれば,

この長音化は「調査期最後の10年」,すなわち1945年頃以降生まれの話者の発音に

現れてきた. B・じ 94 でも同様の記述がなされている

P棚に従えば,[ω,α!],[と,δ!]の場合と同様に,非狹口母音では長・短母音

の/r/の前での音声的中和は起こりうることになる(上例中の第2発音形).この長

音化は/日/が後続した場合にのみ起こる音声レベルでの長音化で,たとえば岫rde

[h会Jda], tφrne [tうJn8]のように,/rノの後に子音力"妾続する場合には起こらない.

このように,いくつかの"短母音十r"で長音化が起こり始めているわけであるが,

1α江,[δヨの場合は全ての世代で長音形となったことになる

[aa ,[α],[δ0,[δ]を各々独立の音素/αゾ,/αノ,ノδゾ,/6ノと解釈すること

もできょう. BasbφH & wa8ner ではこの解釈を採っているが,"a","会"の解釈が

本稿とは異なるので,単純には比較はできない.本槁では,/r/はあらゆる母音音素

の後に現れるという体系的均斉を考慮して,/aωr/,/急ωr/を選択する
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3.フ.二重母音

3.フ.1.音声的二重母音

次節で述べる文体的短音化との関連で,二重母音の整理を行う,三重母音は音声的

単位とする.二重母音の第1要素は短母音状音で,短母音の実現形である.これは長

音化することはない.第 2 要素は[j]または{W]である.[j]は子音音素/J/の,

[W]は/V/(どく少数の形態音韻的交替のある語形では/g/)の実現形で,母音音素

のそれではない,第 2 要素の[W1 はほとんど全ての短母音と結合するが, U]は

[山]の 2語を除き,半広口および広口母音とのみ結合する.これらの二重母音第2

要素の[W],[j]は脱落することはなく,また[W]は{V]になるとともない

3.フ.2.[j]に終わる二重母音

/aJ/ faj]: mi8 1e含 dej tean streg ]eJe seJle

/OJ/[oj]:Ⅲφg ]φ8 StφJ dφgn strφg 1φJe SφJle

([α]の音価については S3.3 参照;音素/0/は S3.5 の解釈Ⅱによる.)この 2 種

の二重母音が典型的な[j]の二重母音で,以下は稀なものである

/UJ/[UJ上 h山[huJ],加Je [huje]の 2 語のみ

/記J/[記J]: baby [b徒jbu , 1ady []徒jdu , shaver U記jvo],

breakd0如[1br記jg ldawn], etc.

[記J]は英語からの少数の借用語に現れる.(このル、j]は,とくに誠dre では

1記0 になることもよくある.[卸]の場合はノ記ゾということになる.しナとがって ,

この世代では,これら惜用語は/記j/,/記ゾの 2形をもつことになる.)

3.フ.3.[W]に終わる二重母音 U)

[j]の二重母音と同様に,第1要素の母音は半広口・広口母音が典型的である

/av/[aw] dav hav tavs sagn hag] ravn

/OV/[OW/δW]: dog hov SkovlSOVS Soan

([α]の音価については§3.3 参照;音素ノ0/はミ3.5

/記V/ X[記W]

R[a明

X[6W]

R[6W上

/6V/

rogn

の解釈Ⅱによる.)

3.フ.4.[W1 に終わる二重母音(2)

§3.フ.3 の場合とは異なり,以下に示すものは,頻度力H氏いあるいは短音化母音で

あるなど,何らかの意味で典型的な二重母音ではないものである.(a)は第 1要素の

母音が本来の短母音または短音化母音とは言い切れないもの,②のそれは短音化母音)

記V I I eⅥ'】e k記Vleevne

tr徒VI revlerevne revse

φV, hφVI, SφVn, stφVle , etc. ,

drφV, vrφV], vrφV]e, etc.

h記Vde



/iv/[iW上(1) tvivl, tvivle;

(2) ivrig, ivre (cf . iver [ i! VO , i! WO D , 1ivli8, 1 1iv lret

(cf.1iv nilv, 1iw']), stivne (cf. stiv [sdi!V, sdiw']).

/ev/ X[eW上(1) peber [ 1Pewo], pebre [' pewro], peblin三[ 1Pe帆eη],

-1ev [-1ew];

R[記W]:(2) brevkort [ 1br記Wlkδ: d](cf. brev [br記IV, br記! W]), etc.;

Cf .ノ記V/. X[記W]/R[翻](⇔ 3,フ.3 ).

/刈/[洲上① Syv,]yv;② tyvte [1t洲da](cf. tyv [tylv, tyw']).

/φV/'[φW]:(1)φVri8,φVre, malnφVre; cf .ノ'6V/: X[6W]/R[6W](⇔3.フ.3);

(2)(⇔3.4. D ldφV lbleven (cf. dφV),' 1φVlfald (cf . 1φV),

IS1φVlsind (cf. S1φV), 1StφVlsuaer (cf. stφV).

/ムW/[含W上① fJ08, fog;

(2)(⇔3,5.3 ) spr081i8 (cf . spr0且), togplan (cf . tog),

kogsalt (cf. koae), V含8ne (cf. V急8e)

3.フ.5.その他の二重母音

[J],[W]は接近音であるが,と.のほか[J],[δ]も接近音である.それゆえ,"短

母音状音十仏ν[δ]"も二重母音状音とみなすことも可能であろう."短母音状音十

IJ]"の語,たとえば b記r [b合J]の単数既知形は b記rret [beJ'06, be!0胡になる

つまり,恥rret では/ro/の前で短母音に音声的長母音状音化が起C りうる(⇔3.6

末尾).このように,"短母音状音十[J]"に終わる二重母音の第 1要素になる母音は

常に短母音状音で実現きれるわけではないので,本稿では二重母音とはみなきない

しかしながら, hverv [vaJ'W]およぴ hverve [vaJwa]では[JW]の前の[合]は

長母音状音化することはないので,短母音の実現形ということになり,この[aN]

を「三重_1 母音として認めるべきであろう

[劃はすべての長・短母音の直後に現れうるので,"短母音十[6]"を二重母音と

認めるのは妥当とは言えない
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3.8.長母音状音の短母音状音化一文体的短音化

デ語の長母音音素は,当然のことながら,原則として長母音状音で発音きれる

bi [bi!], te [tel], sy [syl], Sφ[Sφ1], to [t01],賂[f含!],

Skib { sg i! b], V記g [V記! g], chef [ 1記!打, h記S [1迂! S ], S01 [ SO ! U ,

Hm n i! m],1Url [ 1Uln], k1φe [k1の 0], stue [sdじ a], kφbe [ kの be],

1徒Se U記: sa], ta le [ t合:1ヨ], dame [ da : m己], kone nく0: noj, etc.

しかし,長厩音の実現形は,ある一定の音環境では短音化することがある.すなわ

ち,長母音は同一音節中の接近音[一δ,・j,・W,-J]の前では随意的に短音化すると

とがあり,これはとくに単音節語中でよく起こる.短音化しても,その音質は原則と
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して変わらないと言われるΦR .22Hf.; SDU N叩merhenvisninger nr.8,9; Bas-

bφ11 & wa8ner 参照).そのため,この短音化は「文体的短音化」(BaS加11 & wa8ner

"stilistjsche Kurzun8")と呼ばれることもあるが,単なる短母音状音化なのか,

短母音音素化なのかについては議論の余地がある.なぜなら,長母音音素の長音形が

短音化すると,短母音音素およぴ短母音状音には St如は起こらないので, stφd は

接近音の後に移る.この現象から見ると,文体的短音化は音韻的に短音化するように

も見えるが,短音化した[釘(←/aゾ)の場合には明らかに長母音音素の実現形の

音質を保っている.また,と.の短音化は必ず起こるというわけでもない

上述のように,単音節語におけるこの短音化はかなり一般的な現象と思われるが,

PMH およぴ SDU の標準表記を見ると,とれが必ずしも明瞭に現れていない場合も

多い.SDU では同じ音韻的条件で短音化が表記されている場合といない場合がある

(但し,短音化が表記されていない場合でも,発音形の右肩に" 8"とあり,これは

NUΠ皿erhenvisninaer nr.8 を示し,そこで短音化の可能性は述べられている).この

ことと語の使用頻度とは必ずしも関係していないことは下記の例からもわかる. P削

の表記ではむしろ短音化形が示きれていない場合の方が多い.短音化が示されている

のは次の場合である.狹口母音は[胡の前では長音形はまっ九く見られず,すべて

[-iず,-yる',・Uδ']である力S,その他のナ昜合,すなわち"非狹口長母音十[百]"はすぺ

て長母音状音形である.促asbφH 1969.34 では[6]の前には長母音状音は起こら

ないと記述きれている.) P棚に戻るが,山]の前ではすべて"長母音状音十かっこ

入り[j]"である:たとえば eg [e:(J)].[W]の前では[-iw',・yw']([-UW']は

現実にはない)を除き,すべて長母音状音である.([W]は大多数の場合,<V>/V/

の実現形で[V]と交替可能な[W]である.{V]の前の長母音状音は短音化されない.

このほか,[W]になるものとして,<8>綴りのものが少数ある.これは[V]との

交替はなく,常に[W]になる/g/の実現形のひとつである.)[J]の前では[aJ'],

[δJ']の短音化形が見られるが(⇔2.2,2.4.2),その他の場合には長母音状音形の

みが示されている

このようなわけで,以下に示す長母音状音形および短母音状音形は SDU からの例

である.P棚の表記は語によって表記が異なるというととはないので,右端の欄牝

"母音十接近音"のみを示す(語の右肩の、は唯一の例(の可能性があるもの))

長・短母音状音 SDU:長母音状音のみSDU PMH

[vi!δ, viδ'] [・iさ']hvid

[1y!6,1y6'] [-yる']Iyd

[hu !δ, hUδ'] [bru!引 [-Uδ']hud brud*

鬮[he!百, he6'] [e!む [-e!司edhed

[vr記!δ, vr記6']Vred [-r記!胡

[S記!る, S記δ']S記d l [・記!司

[f1合!る, f]a6']flad [・合!司

<花嫁>,<イタチ>,(brud

訟dぴ[S記16]

Iad 鬮[1a!δ]

S記小<種子>,訟小<慣習>)



SDU

Sφd

rφd

rodl

長・短母音状音

[Sφ1お, Sφδ']

[r61る, r66']

[ ro ! 6, r0δ']

(r0ずく乱雑>, r0ずく根>)

grad [gra!劃などの[ra!]は短音化しない.なお, ud [Uδ']は SDU でも P棚で

も短母音状音形しか示されておらず,現在では長母音状音形の【U1δ]は存在しない

C とになる.したがって,これは短母音音素の実現形ということになる

SDU

gφd*

長'短母音状音SDU

[e!J, ej']

鬮 n記!J,]記J']

[sla!J, slaj']

[bφ!J, bφj']

長母音状音のみ

[gφ!δ]

e8

1記且

S la8

bφ且

rod2

r含d

〔r01δ]

[r会16〕

knjv

I iv

tyv*

elev

[kni!V, kniw']

[1ilv,]iw']

[tylv, t洲']

[e11elv, e11elw,

e 1 1 ev/']

[ sg記! W , sg記W']

[ dの! V, dφW ']

鬮[1会!V, 1合W']

PMH

[一φ!る]

[-6!む

[・0!胡

[・会!6]

SDU:長母音状音のみ
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Sk記V

dφV

Iav

k1記g

Plaa

鬮[k1記IJ]

[pla!J]

klog

1らg

kiv

nalv

Uくilv, kilw]

[nali!V, na'i!W]

[1<1らIW, k1らW']

nム!W, 1含W'1

Splr

Ier

PMH

1-e!U)]

[一徒! U)]

[・会! U)]

[一φ! U)]

[sbi!J, sbu']

f名][ 1e lJ , 1eJ ']

[ SV記!、1, SV徒、1']

[ SV記!、1, SV記J ']

[dylJ, dyJ']

[ mφ!、1,Π1φJ ']

[名][d61J , d6、1']

[SU!、1, SUJ']

[ ko ! J , koJ ']

[bo!J, boJ']

SV記r

g記V

SV記rd

dyr

mφr

dφr

[g記!V, g記!W]

jU旦Oslav [jugolS1会!V,

-1S1会!W]

Sur

[-i!V,-iw']

{-ilv,-iw']

[-y!V,一洲']

[-elv,-e!W]

会8、[急! W]

kor

bord

この文体的短音化の結果による短母音状音は短母音音素の実現形と解釈するのが

本稿の主旨に沿うのかもしれないが,PMH では短音化形がほとんど示きれないことと,

この短音化が随意的な可能性が十分あるので,これは,/a/同化規則(⇔4)などと

同様に,(音韻レペルではなく)音声レベルの規貝1ルする.しかしながら,これらの

[名1 [ s i l、1]S lr

[一記!V,一記IW]

[一φ!V,ーのIW]

[一合IV,-a!W]

bφr {刷[ bφ 1、1]

[一急!W]

【ーら!W]

hor [ h01、1]

[- i l 、1 ]

[-e!、1]

[一記!J,-aJ']

[一記!J,-aJ']

[-y!、1]

[・φ!J]

[-6!J,-6J']

[-U!J]

〔-0!J]

[-0!J]
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短母音状音を短母音音素の実現形として扱っても,次節で述べる一点を除き,本福で

述べた短母音の記述に当てはまる

なお,文体的短音化は次の場合には起こらない.①長母音の後の U]が脱落した

場合,たとえば山g 【bφ! U)]が[bφ1]になる場合.②ノV/が[W]とならず,[V]

のままのとき.ナととえば elev [e 11e!V, e11e !W]では[e 11e!V]形の[e!]は短音

化しない

3.9.短母音のまとめ

短母音音素の一般的な解釈は,強強勢音節に現れる短母音およびその実現形である

短母音状音の分布およぴ対立のみを扱っている.本稿では短母音音素を一般的なデ語

音韻論で解釈されているものより拡大して取り扱ってきた.その目的は, S則や P"1

の発音辞典で短母音状音で表記されている音形をできるだけそのまま短母音の実現形

として扱うことによって,音素とその実現形の対応が簡単にわかるようにするためで

ある.また,本稿の解釈は強強勢音節のみではなく,弱強勢音節に現れる短母音(状

音)にも適朋できる

しかしながら,未解決の問題がある.それはノaゾ,/a/に関わることである

長母音ノaゾは非R環境では[a:]であるが(→2.3),これが短音化すると[会]と

なる.[a]も短音化母音として現れうる.筆者が調査したかぎりでは,この[釘は

次の語に現れうる

Smagfuld [ 1Sm合: jlful' 1SmaJ-](SDU),[ 1Sm合: j-, 1Smaw-](PMH),

Svaasyrlet [ 1SV合: jlsy! nθδ, 1SV合j-](SD山,[ 1 SV合:(J )ー](P棚),

Pla8Som [ 1Ple J lsom', 1Plaj-](SD山,[ 1Pla . U ) 1 Som'](P棚),

foretaasom [1fδ:δltaJ'1Som', fδ6-](SD山,[f6δlt合! U )som'](PMH),

forslaRsst i u er [ 1fδ. S]合J lsdelo, 1fδS]合一, 1fδSla-](SDU),(P剛には

記載きれていなし".

P鬮では短音化はないとしているが, SDU では短音化形が示きれている.とれらの

[合]をX_X環境にあてはめると,§3.2.3 の解釈B として示した前舌非円唇短母音

の4番目の音素/aノの実現形ということになるが,この解釈は正しいあるいは妥当

だとは思われない

上述のように,本稿の短母音は弱音節中に現れる場合にもほとんど当てはまるが,

Ia],[α]に関しては当てはまらないものが少数ある.§3.3 で/aノの実現形分布

規則では処理できない例外を認めたが(a]dria [aldr口など),弱音節の[a],[α]

の場合には子音音韻論に関係する音節境界などを考慮しなくてはならない.音節境界

の問題は Basbφ11 1972.189f.で一見整然と扱われているが, Hansen 1979 の批判

があるように,解決されてはいない.短音化母音としての[釘にっいては未解決の

の問題として残すが,いずれにせよ,これはノaゾまたは/a/の問題として処理す

べきであろう



4.弱母音ノaノの実現形

4.1.序

弱母音/己/(schwa;シュワー・)は原則として[己]で実現きれるはずであるが,

非常に弱い音であるため,現実には隣接音に同化きれて様々な音で実現きれるととに

なる.[合]に隣接する音が[日]と伺一音節に属きない場合もある./日ノは脱落する

とともなくはないが,その「音節性」は音韻的にも音声的にも重要であるので,ふつ

うは同化した音力H弌わりに音節性を保持する./a/同化は音声レベルの規則であるが,

これは重要な規則であり,また SDU の第3形以下ではこの/ヨ/同化形が用いられて

いることから,ここで取り上げることにする.(/aノの同化については, T/T .145ff.;

Brink & Lur〕d 1974:24ff.; DR :191f.; SDU NU則nerhenvisnin8er nr.1-4 などを,

参照した.)

4.2./r/に隣接するノθノ

4.2.1.ノ'-ar,-ro,-rer,-1are/

/rノに隣接する/aノは,/r/の影等で強制的に([÷]→)[0]になる

同時に, h・ノ自身も変化をこうむる.ノ・r8/の/r/は,先行音が子音なら,音節

頭に立っことになり,原則として[r]のままで実現きれる:[re]一辺ro].しかし,

先行音が母音ならば,独立の音として発音きれず,/ヨノと融合して 1個の音になる

すなわち[Ja]/{aJ]→[JJ]/[JJ]→[J]→[0,α,δ].との[J]は上述のように

ふっうは[0]であるが,[αω,δω]の後では,これらの音に同化きれて[α],[δ]

忙なる.たとえば bare ([bω0]→)[bωα], b含re ([bδ.0]→)[bδ酒]

以上のことをまとめると,次のようになる(V =母音, C =子音)

CV

klatte 【klada]true [tru:ヨ]/a/

klatter [ klado ]truer[tru:0]/合r/

1徒re n記:0]/re/ }

29

Idatrer

Senere

tφmrere [t6mroo]

[a]はさらに周囲の音に同化するが,これについては§4.3

[θ]

[ 0 ]

[ 0 ]

[ro]

[ 01

[ro]

[00]

[00]

[roo]

合]などの

/rer/ ーー3

/era/

/rera/

klatre

ーー^

true [tru

で述べる

[1<1adro ]

1記rer n記:0]

ーーー,

tidligere [ti6 H O0]

1記rere 臼記:00]

[ kladro ]

[se noo]

↓
↓

)

)
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4.2.2./-ra/→[(r)01 /C_

/re/に先行する子音が[j, W,司以外の場合には,次のようになる

[ro]: klapre, elrobre, gH tre, ordre, sludre, sikre, ofre, pansre,

Vimre, fin8re,8enre [1αηro], skHre , etc.

/ro/の/r/の前に子音があっても,[r]は脱落することがある.とれは使用頻度

の高い語によく起こる. SDU によれば,

andre [ and (r)0 ], venstre [ V記nsd (r) 0],記ldre [記ld (r) 0 ]

などでは,単なる[r]の脱落となっているが,[r]カ"悦落すると,ふつうは/rノに

先行する子音が長く発音きれる

f in8re { feりro]ー,[ feo :0 ],尽n istre [ gnisdro]→[ gnisd :0 ].

[δ, j, W]の後の/r/は,多少事情が異なる、[6, j, W]は接近音で,子音的と

も母音的とも言えるため,これらの音が子音と見なされると,/rノは後続の/ヨ/を

含む音節の音節頭と見なされて[r]のままであるが,これらの音が母音的とみなき

れると, S4.2.1 の場合と同様に,/rノは脱落する.[r]が脱落すると,その代わり

に接近音は長音化する

bedre [b記6ro]→[b記δ:0上 feJre [faJro]ー,[faj:0], seJre [saJro]ー,

[saj:0], hφjre [hoJro]→[hoj:0]; flagre ff1αWro]→[f1αW:0], havre

[hawro]→[haw:0], sn記Vre [sn記Wro]→[sn記W:0], ivre [iwro]ー,[iw:0],

Pebre [pewro]ー,[pew:0], etc.

[va:SO]Vaser /va:sar/ elsker /記Isker/

母音後の/r/対/re(r)/は fJ]対[0] である

t山/tu!r/ 1tu!J]

t山e /twrθノ[two]

turer /tu:rBr/[tu:0]

なお,/r/のノ日/に対する影紳は,次のように音節境界を越えても起こりうる

Πじ〕1eri [1ma:1ヨ1ril]→[1m合:]olri!].

4.2.3.ノ日/対/re(r)/,ノ日rノの実現形

たとえば,ノヨノに終わる名詞あるいは動詞などにノr/一形の複数語尾または現在形

語尾力H寸加されると,ノヨノ対ノθr/は[己]対[0]で実現きれる

e]ske /砥Isk3/Vase Va : se

4.3.その他の環境に現れる/a/

上述のように,/日/の実現形である[a]は非常に弱い音であるので,[a]以外の

様々な音で実現されるが,以下の場合は/r/に隣接する場合とは異なり一必ずしも

[記Isgo]

[徒Isgo]

↓
↓

]/ヨSaV/ ↓
↓

[



強制的ではない

[8]の前または後の音が自鳴音(sonomnt)(=母音,接近音,ロ],鼻子音)なら,

それと同じ音価の音で実現きれる.そして,"短母音十自鳴子音十/ヨ/"の場合には短

母音または自鳴子音がきらに長く発音きれる傾向にある

bue [bu: a]→[bw u], pi昌e [pi:θ]→[P上 i],

byen [by!an]→[by!狐], kn記et [kn記1日胡→[kn記!徒δ],

Eade [g含δヨ]→[g会:う], hedde [he6a]→[he茆],

t会le [tら江ヨ]→[tらU , t記Ⅱe 〔t記1θ1 →[t副U ,

tjme [t永 ma]→[t L m],且]emme [g1記ma]→[g1記叩],

hφne [h6:ne]→[h6:n], henne lh記De]→[h記nn],

k08e [1く会: wa]→[ k含: W]/[ k会: U], sove [sowa]→[ SOWW]/〔 S0ω WV[ S0ω U],

Ie8e 口αja]→ nαω J], fφJe [foje]→[f0ω J], etc.

たとえば bussen [buS8n]→[buS加, skabet [sgalbaδ1 →[sga !b弓]のような

場合,[・sen],[・be6]の[S],[b]などは自鳴音ではないので,[ヨ]は後続の自鳴

音[n],[δ]など牝同化きれることになるが,[日]の前後の音が自鳴音である場合に

は,自鳴性(S伽山itet)の大きい方の音に同化すると言われる.自鳴性の大きさを

明確に決めることはむずかしい場合もあるが,大体次のような順序になる:①[J,

W,6, J];② n];(3)鼻子音

e8et [aJa司一,[αωJ6,αω J切, sovet [SOW日胡→[SOWWδ, SOW引,

t0110+[ ta]' aδ]→[ tal'切, dade][da ! 6ヨ1]・→[d合!ヲU ,

'jdjen [he:1an1 →[h合:1n], kende]se [k記na]se]ー,[k記nlS8],

ea肌el [gα船]]→[gam]], yn8el [φη'θ1]→[φη' U ,

damen [d合:船n]→[d合: mn/de:叩],底ennem [g記n'em]→[g記m'1,]/[g記n'皿], etc.

([n]が[m1 に同化きれることに注意)

このほか,たとえば Pakke [paga], masse [masa]などの無声子音の後の[日]は

脱落することがあると言われるが,この脱落形は SDU でさえほとんど示していない.

いずれにせよ,これはかなり速度のはやい発話で起こることで,外国人はこの脱落形

は避けた方がよいと思われる.但し,否定語 jkke [ege]は[eg]としてもよいで

(1994.1Dあろう

31
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5.例語りスト

*例語中の日本語訳は単なる目安のためであるので,なるべく短い訳語となるもの

を,また,同音異義語は任意の 1個を選んだ

*見出し語の右肩の"は「屈折形」を示す'屈折形の訳語は,音声表記の後に原形
を示し,その原形の意味を示す(原形の発音表記は原則として行わない).例

bussen"[buS合n] buS バス.但し,原牙ラが見出し語として記載されている場合は,

→で「原形参照」を示す.伊上 har [hα1]- have.

*音声表記の右肩の*は「文体的短音化形」(-3.8)を示す.但し,これは SDU の

第3形として短音化形が示きれているものに限る.(P矧で狭口母音が短音化形で

示されている場合は,そのまま短音化形を示す.)当然ながら,これはりスト中

の長母音形牝のみ適用きれる.なお,[j]の前の長母音は, U]が脱落するとき

には短音化しない.また,[V]の前の長母音も短音化しない(⇔3.8 末尾)

aborre [1alM治]〔魚〕バーチ

absurd [ablS山'd]愚かな

agurk [alguJg]キュウリ

ahorn [1alhoJ'n]カエデ

al [al']全て(の)

alder [al'0]年齢

aldri三[aldrU 決してーない

alt"[al'd]⇔ al

a1血assadφr [ambasaldφ!J]*大イ吏

anden [ar月n]ほかの

anderledes [anず le!6as]別の方法で

Anders [anos](男子名)

Andersen [anosen](姓)

andet#[an日δ]- ar】den

andre#[andro]⇔卸den

arg [αIW]よこしまな

baby [b徒ルi]赤ん坊

bag [b合I U)]ーのうしろに

bakke [baga]丘

balde [bala]臂部

bar [bα1]むき出 Lの

bare {bωα]単に

bark [bωg]樹皮

bar111e"[ba.船] barm (女性の)胸

barn [ba!n]子供

barre [ba:α1 棒

base [b合綿ヨ]基地

bedre [b記6ro]より良い

bestyre [belsdy!0]運営する

bi [bi!]蜜蜂

bJer8 1bJaJ'W]山

blist [bHsd]口中のはれ

blod1φS [' bl0る1]φ!S]貧血(症)の

blodPφIse [1b]061Pφ]sa]豚の血の入った
ソーセージ

b]記St [b1記Sd]強風

bofast [b動faS田定住した

bog [b五!W]*本

b0血and]er [1bらWlhan]0]本屋

boglig [b会帆i]理論的な,机上の

bom [b含m'](遮断)棒

加仙e [b五mba]爆弾

b0Π卯e [踊Π沿](織機の)糸巻き

bomert [b厶m'od]大失敗

加nde [b急n合]農夫

bord [bo!J]*テーブル

bordsa]t [1boJ lsal'd]食卓塩

bore [bao]穴をあける

bornert [MlneJ'田度量の狭い

bort'[boid, bo!Jd]ふち(かざり)

borや[M.d]離れて

brag [bra!W]轟音

breakdoMI [1br記jgldawn]神経衰弱

brev [b躍!V, br記IW]*手紙

brevkort [1b地Wlkとd]葉書

bri11er [br記10]め力Sね

brint [br徒n'd]フk素

bromb缶r [1br会mlbaJ]クロイチゴ

bror [broJ, bro:J]兄,弟

brLld [bル!6]花嫁;〔重力〕イタチ

bryH叩[br61含b]結婚式

brⅥ】de [br6船]情欲

brⅥ]Je [brynJB]くさりかナとびら

brysk [brysg]ふっきらぼうな



bryst [br6Sd]胸

bルSt [br6Sd]最,欠陥
bue [bu:ヨ]弓

bure"[bwo] bur 鳥かご,桜

b山eau [bylro]事務所
bLlssen#[buS己n] bし】S バス

byde [by酒ヨ]命令する

byen"[by!an] by 市,町

byrde [byJde」重荷

b記11e 〔b記1日]~ i si8 ぐい飲みする

b記r [b会J]ペリ

b記rret#[ba、1'0δ, b合!0δ]⇔ b記r

恥de [bφ河θ]罰金

bφg [bφ!(J)]*ブナの木

bφh [b6J 囲K牛の鳴き声),(子供など

をおどかす発声)

bφhlar】d [1b辻'1田〕']片田舎

bφh1即d [,b6一畷n']子供をおどかす人

Bφh舶[bのΠ府](姓)

Bφhnlen [bφ.船n]ボヘミア

b仙111er [L)φ:mo]ボヘミア人

b血misk [bのmisg]ボヘミアの

bφr'[bφ!J]順風

bφr'" 1bうJ] bLlrde ・・・するのが当然である

bφrn#[b6J'n]⇔ barn

bφrs [bφ、1'S]株式取弓 1(所)

b会d [bら!司舟,船

b急dず[bら:δ合] もーも0且
"■叫、^

b含de畔[bら心日]=つ b急d

b急d(S)arlker [1b会ωδ(S)1αUgo]錨

b会re [bδ漁]担架
Charmeur= char脚r

CharⅢφr[jalm6:J,-1mう:J]魅惑者

Chauffφr [1dfφ!J]*自動車運転士

Chef [j記!f]チーフ

da [da]その時

dadel[d会!る3Π非難

d肌e [d含Π月]婦人

d肌en#[d合:船n】⇔ d飢e

dav [daw'1 こんにちは

debattのr [debaltの!J]*討論者

deJ [daj']バン生地

dessert [de l S記J ' d , d径 I S記、1' d , d徒 I S記:、1]

デザート

dog [dow, d6W]しかし

donlくraft [1dら「】1krafd]ジャッキー

drab [dra!b]殺害

drφm [drδm']夢

drφn [dr6!n]轟き

drφne [dr6:n8]轟く

drφN〕ert [dr6n'od, drうn'od]のらくら者

dルV [dr6W] tygge ~反揚する

duSφr [du'Sφ!、1]*感謝のしるし

dyr [dy!J]*動物;高価な

dyrke [dy四日1 崇拝する,耕す

dφ即[doJ'n]一昼夜

dφn [dφ!n]轟き

dφr垪[dφ!J]* dφ死ぬ

dφr2 [d6!J, d6J']*扉

dφre*[d6ゆ, dδ:0]⇔ dφr.

dφrsa1且仁 d6J lsal' U), 1dδJ-]訪問販売

"V [dφ!V, dφ!W]*耳の聞こえない

dφVbleven [1dφWlble!V合n,-1ble1 舶n]

耳が聞こえ.なくなった

d厶d [dム!司業績

d厶d1φS [1飴ωδ11φ!S]不活発な,怠惰な

ed [e!司誓い,宣誓

eg [e!(J)]*樫

e8et"[aJa6] egen 自身の

elくSportφr [記gsPδ ltφ!J]*輸出業者

eksteriφr [記gsteJi16:J,-16:J]外音β

e]ev [e11e!V, e11e!W]*生徒

elsIくe [記Isg8]愛する

elsker#[記Isgo]⇔ elske

end [en,記n]・・・よりも

er"仏J]⇔畷re

erobre [e'rolbro]征服する

evr】e [記Wna]能力

fag [f合!(j)]*科目,専門職

farce [fωSO]笑劇1

fart [fa!d]速度

faVφr [fa】 V6: J,-1V6: J]有利

fejre lfajro]祝う

fersk [fa心g]淡水の

f irlare#[feηro ]十in目er チ旨

fire [f土 0]四

f irkarlt [' fi、1, k卸' d ]四角

fJ即de ιfJer}a, fj記na]敵

fJer [fJe'J]*羽

fJer}くr徒[1fjeJ lkr記!]家禽

fJerlet ['fj田'1記d]羽のように軽い

fJog [fj会W]超{か者

fjorten [fjoJden]十四

f]ad [f恰!a]*平らな

naRre [f]awro]はためく

flere [f]eo]より多数の

flertal [1fleJ ,taU 過半数

flertydi8 [1fleJ lty! 6i]多義の

fod [fo!6]*足

fod8記n8er [1f061g記η0]歩行者
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fog [fらW]ふきだまり
fokus [fakus]焦点

fonetik [fon81tig]音1口字

for [fδ](・ーの)前方に;というのは

for飢dre [f61αn'dro]変える

foreta三Som [1f6:δlt合I U )1Som',

fM・]*進取の気性の

forkert [fδlkeJ'd]誤った

forslaessti Ⅱer [1fa:S1会Jlsdelo,

Ifas]合一, 1fδS]a-]提案者

forstyrre [f61Sdyio]じゃまする

foto [foto]写真

fra [frα1][訓離れる

fri [fri!]自由な

friSφr [frjlSφLI]*理容師,美容師

fr0卯Πe#[fr0舶] from 敬虔な

fル 1fr6!]蛙;種子

f昭1 [fu!U 鳥

fuld [ful']満ちた

Fyn [fy!n]フューン島

fyr'[fy、1]松の木

fyr.・'[fy!J]*若い男,野郎;火

fyre [fy:0]火をつける

fyrre [fうJO, f6:0]四十

f記[f記!]愚か者

fのhne [fφ: ne] fφne

fφJe {foja]調子を合わせる

fφ1!"[fφ! u fφ]e 感じる

fφle!"[fφ1' U)] fφlge 従う

fφn [fφ!n1 フェーン現象

fφne [fのne](フェーン現象で)乾燥する

Fφniks [fのnigs]鳳凰(社名,商標など)

fφr'[fφ!J]がっしりしナと

fφr.[f6:J, f6J']*(・ーの)以前に

fφre [fの0]導く

fψr畷Vnt [1f6J】 n記W'nd, 1f6、1-]前述の

fφrst lfう鴻d]第・ーの

fφrt#[fφid]⇔ fφre

fφrte"[fφJda]- fφre

fら[f会!]得る

fらr"[f6!]⇔路

部de [ga酒a]街路

g卸le#[gamla]⇔ 8ammel

8釦叱}[gα船U 古い

8eneret [1e】neJ'd]内気な

aermem [g記n'合m]"'を貫いて

gerlre [1αoro]ジャンル

宮iver#[gi!J]*部Ve [gi!]与・える

R、jort"[gJOJ'd]⇔即re

創eΠ皿e [g1記船]忘れる

創 itre [glidro]輝く

即istre [gnisdro](目に)火花が散る

三rad [gra!己]程度

8rade [grω6ヨ]体温を計る

8r即'[gra!n]エゾ松,トウヒ

旦r即'[gran']明瞭な'に

8re11e"[gr討ヨ] 8re1 けばけばしい

aribe [gr上b3]掴む

grove#[gr0舶, gr6船] groV ネ且い

grube [gru:ba]釘去j亢

gruppe [grub合]グノしーブ

三ry [gw!]夜明け

旦ryde [gry:6θ]鍋

8沈de [grら.6B]泣く

grφn [grδn']緑の

ar会[gr会司灰色の

三Urale [guJg]己]う力Sいをする

8yde [gy酒0]注ぎ込む

aymasi師[g抑ln会!」会m]大学進学資格

を得ることのできる高校(課程)

ay測】astik [gyma'sdig]体操

g記r [g記!J]*イースト

g記V [g記!V, g徒IW]すばらしい,勇1孟な

即d"[gφ!司⇔ gyde

gφre {g辻0, g辻0]行う

飴[g急1]行く

飴r"[gδ!]一飴

ha創[haw'1]筏

ha]en"[halan] hale 尾

ha110 [ha110] 1圖もしもし

har#[ha!1 ⇔ have

harpe [h伽be]ハープ

hav [hα明海

have [h6!]もっている

havre [hα町0]オート麦

hed [he!6]*熱い

hedde [heる8]ー・と呼ばれる

hede [he河日]熱;荒野

held [h記1'](幸)運

hende#[hena]⇔ hLrl

herⅢe [h記na]あちらに・で

herre [haJO, h合:0]紳上

hest [h記Sd]馬

hjnde [h印θ]薄膜

hjord [jδld]家畜の群れ

hjort [jδ: d]鹿

hor川φr [holnφIJ]*栄誉(礼)

hor [ho!J]不倫

horde [hとda]一団,ーー群

horn [ho、1'n]つの



hov [how', hδW']ひずめ

hud [hU1δ, hUδ']皮眉

huj [huJ] i ~ oa hast 大急、ぎで
加je [h山a]わめく

humφr [hu'mφ!、1]*機嫌
hun [hurl][州彼女

hund [hun']犬

hurldred(e)[hur}r06(日)]百

hurtia [hoJdj]速い

hva'[va][問](文末に置いて〕ねえ,
そうでしょう

hvad [vaδ, va]何

hva][va!]]鯨

hvarre [va:α1 {f訂、〕ヒラメ

hverarldre [兜J1αndro , V合、1-]互いを'に

hverv [V合J'W]職業

hverve [va、1舶]雇う

hvid [vi!る, viδ']白い

hvile [vi辻a]休鳥、(する)

hyl [hy!]]風のうなり

hy]d [hy]']〔植〕ニワトコ

hylde [hy1θ1 棚;ほめ称える
hyle [hy1θ](風力りうなる
hyΠ皿e [hyΠ皿B]聖歌
h狐de [hφna]クッシ"ン

h記1 [h記!1]カゾD と

h記nde [hミna]起こる

h記rde [haJda]硬くする

h認re#[h記!0, h合:0] h記r 陸軍

h記S [h記IS]しわがれ声の

h記Vde [h記Wde]主張する

hφJre [hojro]右の
hφne [h辻na]めんどり

hのrbar [1hの山ba!]可聴の
hφre [hφ:0]聞く

加rlig [hφ、11j]聞きとれる

加"t"[hφJ'd]→ hφre

hφrte#[hφrda]⇔ hφre

加V][how'1]〔道具}かんな

ildくe [ego, eg]'ーない

importφr [emPδltφ!、1]*輸入業者
indfφrse][1enlfφ給θU 輸入

interiΦr [enteJi16:J,-1う:、1]内剖1

ir [iJ]緑青

iver [i! VO, j! WO]熱イ1

ivre [iwro]熱中する

ivr珸[iwri]熱心、な
Jern [j会in1 鉄
,jo [jo]剛(「同意」を求める文副詞)
j0且" fjo!] Ja三e 狩猟する

J0旦山t/y0帥Urt [1jolg山' d]ヨ・→グルト

J昭Oslav uL廻olslalv, Jugo ls]a !W]
ユーゴスラビア人

J記Ⅵ】[j記W'n]平坦な

kan#[1くa, karl']⇔ k山ne

k釦de [k卸a]ポット

kar】e lka:na]大そり

kar [ka]大おけ

kardemolme Π彼da1Π金船]カルダモン

Karl [ka!U (男子名)

karl [ka! U 男子,下男

kendelse [k記n31Se]判決

kerne [keJne] 1亥,心、

1くjlden"[1くilan] k ilde 源

kiv [kilv, kiw']口加

klarldre [k1即dro」非難する

klapre [k1αbro]カタカタいう

1<]are [Mωα]きれし北とする

k]atre [kladro]登る

klatrer# ndadro]⇔ k}atYe

klatte [klada]しみをつける

klatter"[k]ado]⇔ klatte

klog nd急!W]*賢い

k]ogskab 【, k1含W, sga! b]賢明(き)

k1昭[1d記1(J)]ねばり気のある

k1φe [k]のa]むずがゆき

Mφr Rく1φ!J]*(トランプの)クラブ

kniv fkni!V, kniw']ナイフ

kn記et"[kn記!日司 h迂膝

koble [kob]θ]連結する

koge [k含舶]煮る

kogsaH [1k含Wlsa]'d]食塩

k010sal Rく010lse!1]巨大な

k0脚e [k0Π}ヨ]来る

kompromis [1く会mprolmi, kom-, kom-]妥伝1
kone [ko:na]妻

kontald [1く会nltagd, kon-, 1くon-] 1妾触
kop [1くob]カッブ

kor [1<0!、1]*コーラス

korn nく0J'n]穀物

korporlig [kδ' POJ'1i]肉体の

kreperliR [k沈IpeJ'1i]いらいらさせる

kroppe"[kroba] kroP 身体

krybe [hyba]這う

krφ11e [kr61ヨ]縮れる

krφnike [kr6n'iga, kr6n'iga]年イ弌i己
kulde [kU1θ]寒き

kule [kW 1θ]貯蔵穴

kU1伽[ku,]の!J]*料理用着色料

kur】de [1くらna]顧客
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k、Ⅱlne [kw】a, ku]("')できる

kup [kub]奇襲,スクーブ

kuple [k山]a]~ sig 半球形になる
k11re lkUゆ]滑る

kurre ιk山0]クーと鳴く

kurs [kuis](舟の)進路

煎ⅡS山[kUユSLIS]講座

kurv !k山'W, k山'V]カ)ど

kvart nwa:d]四分のー

kyst [kφSd]沿岸

k記r [k記IJ, k合J']*いとしい

k記rk0ⅡⅢlen [ 1k記J l kom' en, 1 kaJ-]

鬮歓迎きれる

k記rli三[kaJli]愛情に満ちナと

k記Vle [k記帆θ]丸太

kφbe fkのba]買う

kφle [kφ江日]冷やす

kφ11e [kφ1ヨ]こん棒

kφre [kの0]運転する

kのrsel[kφJseU 運転

kφrt"[kφJ'd]⇔ kφre

kφrte"[kφrde]⇔ kφre

Ia na]〔音楽〕ラ

Iad na16]怠惰な

]ade [1会酒a]穀物倉庫

Iady [1記jdi]淑女

Iak [1αg]ラッカー

Ialn nam']子羊

Iar〕d []an']陸地

Iar〕g [1αη']長い

IaP 口αb]つぎ(布)

Iast uasd]悪癖

]av [1a!V,1合!W]*低い

Iede ne:6ヨ]導く

Ie8 naj']遊ぴ

Iege [1叩a]遊ふ

]eje [1αja]賃貸し・賃借り(する)

Ier [1e!J]*粘士

Ierfad [11eJlfa6]陶器皿

・1ev []ew](地名の接尾辞)

Ievr】e n記叩ヨ]遺す

Iide [1i:6θ]苦しむ

Iim [1i!m]糊

Iinie/1inJe n inja]線

Iire ni:0](イタリア)りラ

Iirke [1iJge]慎重化進む

Iist ueS田孜滑

Iiv n i!V, 1iw']生命

Iivlia [1iwli]生き生きとした

}ivret ['1iwlra田好物

10rt noJ'd,10!Jd1 汚物

10v now,1aw]法

10vlig nowlj,1δW1日法の

ILⅡ1 [1U!n]暖かい

Iwld n会n']林

Iyd 口y!6, 1yδ'] 音

]狐e 口yna]稲妻が光る

Iyv nyw']うそ

1記g Π記!(j)]*俗人の

1記rdom [11記山dom', 11合J-]学識

1記re [1徒:0,1合:0]字ぶ,教える

1記rer'[1卸0]教師

1徒rer2#[1記:0]⇔ 1記re

1記rere# R記:00]-1記rerl

1記rke n合四a]ひばり

1記rHng naJleo]徒弟

1記rt#[1記J'd, 1aJ'田⇔ 1記re

1記rte#[1記Jda, 1aJde]→ 1記re

1記Se Π記:se]読む

1記Sse [1記Se]荷積みする

1φ8 ROJ']玉ネギ,球根

1φje [10Ja]風がなぐ

1φV [1φ!V,1φ!W]*木の葉

1φ寸ald ['1φW, fal']落葉

1会g [1五!W]*ふナて

1厶三fad ['1厶W,faδ]ふナと付き食器

]らn Rム!n]貸与,惜用

Π最le [Π白江日]塗る

Π喰]eri [1Π恰:1ヨ1ri!, 111血:]olri!]絵画

m飢φVre [malnφWro]術策

1始re [mωα]悪夢

Π椴Sse [畷Se]塊,多量,多数

me]e [me1ヨ]粉をふりかける

me,e [Ⅲeo]より多量の

merimport [1mejem1工点:d]輸入過剰1

mj8"[maj] Jeg {代]私

mj][mi! U マイル(約7.51くm)

mild [mil']おだやかな

mile [mi:1a]砂丘

側re [m永0](測量用)標尺

moden [Π冷16en]彫]熟しナと

Ⅲodificere [modifilse!0]イ隆正する

mo(me [Π玲δna]熟す

mole [m0江ヨ]防波堤

mon [111らn][副]・ーかしら

Ⅲonstro [111会ns l tro!] mon

mor [moJ, m0ば]母

more [mao]楽しませる

morsom ['moJ, som']面白い

mule [mU江a]打つ



ⅢWlde#[Π1会na] m山d 口

mure [mwo]煉瓦稙みする

mLlrre [1「即JO](1苗力ゞ,腹力S)ゴロゴロいう

myrde [myJdo](人を)殺す
myre [myo]蟻

畷le [畷辻ヨ]声,話す能力

畷re [畷沿, 11命ゆ]δ、しだらな女性

叩g [moj]汚物

m仙[md][剛(牛の鳴き声)

Mφn [mφ!n]メーン島

mのnbo [1脚!n山0!]メーン島住民

mφnje [111φnje,(m6nJe)]最小限度

mφnsk [mφlnsg]メーン島の

Π肋鵬ter [mφn'sdo,(1116n'sdo)]バターン

mφnt [mφn'd]硬貨

mφnte [m如da](硬貨を)鋳造する

mφr [mφ!J]*(肉なとが)柔らかい

mφre"[mの0]⇔ mφr

mφrke [mδJga]暗闇

mφrne lm伽ne]柔らかくする'なる

Π血le [m会江a]計測する

m厶ne (Π透ma](天体の)月

m会re [Π血急]〔動物〕テン

Π通tte [moda]マット

naiv [nali!V, naliw']うぷな

nedbφr [ 1ne61 bφ! J ]*

(雨,雪などが)降ること

niveau [nilvo]水準

norrφn [r}alr6!n]古西ノルド言吾の

n記r [n記!J , n合J']*近い,近く

n紀rhed rln記Jlhe!6, 1naJ-]近接

n記r叱re"[naJmoo]⇔ n記r

n記r脱St#[na、1鵬Sd]→ r迂r

n記r鵬[n合J1船]近一づける

n徒rS狐et [1n記、11Sy!ne6, 1naJ-]近;見の
n会[nら!]到達する

ObS肋n [ob'sgφln]卑わいな

Ofre [ofro]携牲にする

Oldar1 10g ! ta ! n, og-]オクタン

01くtav [ og l t合! V, og l ta l w, og l taw ']*

オクターブ

Oly叩iade [01φmpi'含δa]オリンビック

Oly叩isk [0.1φⅢPisg]オリンビックの

Ond [らn']悪い

Onkel [ら口'gaU 16 じ(きん)

Onsda8 [ムn'sda】水曜日

Oprφr [ 10blr6! J ,-r6、1']*暴重力

Ord [ 0 ! J ]* ロロ

Ordb0且[10J lb会!W]*辞書

Ordre [δldro]命令

Orm [oim](脚のない)虫

Pakke [Nga]包み

Par}sre [parls"0]装甲する

Par [pa]ペア

Par1φr [Pα 116ば,-116.J]対訳会話帳
Part [pa!d]部分

Peber [1Pewo]胡椒

Pebling [1Pewleη](地名)

Pebre ['pewro]胡椒を力北ナる

Pe11e [艇la](男子名)

Per [pe、1](男子名)

Pi8e [P上日]女の子

Pinje [pinJa](南欧の)マツ科の植物

Pi鴫el [pi!nsal, pin'saU 激痛

Plag [P1急! U)]若駒

Pla三Som [' P1合.(、j), som', 1 P1会j-]面倒な

Plateau [plalto]高原

PI0仙e fp]会mb己](歯の)充填材

P1φre [P1伽0]ぬかるみ

Pode [Pα6θ]接ぎ木する

Pomp [P急m'b]~ og pra8t 派手な飾り立て

Port [POJ ' d , POIJd]門

Porter [POJdo]黒ビール

Portner [POJdno]門番

POSφr [工沿 I S6: J ,-1 S6: J ],[ PO ' Sφ! J]*

気取り屋

Prent [pr合n'd] P会~印刷されて

ProJektφr [proj記g 'tφ!J]*サーチライト

Pr記St [prasd]牧師

Pude lpU■a]枕

PW】d [Pしm']ポンド

Purk [P山9]少'年

Pφnse [Pφnse,(P6nse)]もくろむ

r飢[ram']にがい

rarld [ran']ふち,ヘリ

rarlde#[rana]⇔ rarld

[ra:ne]盗むrarle

rar18 [rαη']ランク

rase [rαぶa]激怒する

rast [rasd]イ木憩

rat [rad]自動車のハントル

ravn [raw'n]ワタリガラス

rebe [r記.ba](帆を)ナζたむ

rede [1記之a]巣

reJe [raja]小えび

rest [rasd]残余

rev]e [raW1日]砂洲

revne [ra叩a]割れ目

revse [rawsa]罰する

ride [r上6日]騎乗する
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rist [r郡d]焼き網

ro [ro!]平穏,静寂

robe [ro:加]ローブ

rod,[ro!6]*乱雑

r0小[ro!初根

rode [ro.δθ]ひっかき回す

rod1φS ['r0611φ!S]根なし(草)の

rogn [row'n, rδW'n]魚、,Π

rom [rom']ラム酒

rosV記rdi8 [roslV合J'di]賞贅にイ直する

rov [row, rδW]強奪

ru [ru!]ざらついナと

r山be [r厶ba]~ si8 急ぐ

rude [ru;るヨ]窓

r師[r会m']空問

N11U11e [rら船]収容'許容する

r記be [r卿ba]げっふをする

r此e [r辻be]暴露する

rφdず[r6:百ヨ] rφd 赤い

rφme [r6na]あばら屋

rφr [r6!J, r6J']* 1含;; j豆

rφre [r辻0, rう:0]触れる

rφrf1φJte f! r6J I HOJda , 1rδ、1-]葦笛

rφrH旦[r山]i, r6J-]動産の

rφr1記且Rer [1r6』11記go, 1r6J-]配管工

rφV [r6W']尻

r急[r会!]生の,末加工の

rらbe [r含ba]叫ぷ

r会bte#[robde]- r会be

r会d [r含!6]助言

r厶de [r急河3]支配する

rらt"[rod]⇔ rら

Sagn [saw'n]イ云説

SeJle [saJI0]航行する

Sejre [S叩ro]勝利を1与る

Senere専[se:noo] sen 遅し)

Semep [senab, S記r玲b]からし

Shaver [1記JVO]シェ・ーバー

Sikre'[segro]保証・確保する

Sikre2#[segro] sikker 確実な

Sind [sen'],b ,気質

Sir [名][silJ]かざり

Skabet"[sgalba6] skab 戸棚

Skar#[sga!] sk記re 切る

Sker#[sge!J]* ske 起こる

Skib [sgi!b]船舶

Skilre [sgelro]仕切る

SkJorte [sgJOJda]シャツ

Skrabe [sgrωb3]こすって磨く

Skr山[sgrらb]打つ・なぐること

SIくr記nt [sgran'd1 急、坂

Skrφne [sgrdna]ほら話

Sk山[sgらb]押し

Sk山be [sgらb3]押す

Skylde [sgy1ヨ]負うている

SIくyHe [sgφla]どっと流れ出る

Skyr}de [sgφna]急力Sせる

Sk記rm [sg合J'm]遮蔽物

S1佃V [sg記!V, sg記!W]*歪んだ

SIくφrme [sg6na]見積る

SIくφr [sgφ! J]*もろい

Skのrne [sgφJne]もろくなる'する

SIくφrt [sgうJd]ペチコート

Slag [S1合!(J)]*打つこと

SILldre [SIUるro]おしゃべりをする

S1モ〕rk [SIUJg]一呑み

S1記de [S1等6a]そり

S1φr [S1φ!、1]*ベール

S1φre [S1の0]ほんやりきせる

S1卿[S1φ!V, S1φ!W]*にぷい

S1φVsind [' S1φW, sen']意識もうろう

SΠ喰且fuld [! S胎ω jlful',! S赦W-]

趣味のよい

Smurt#[smoJ'd]⇔ Smφre

Smurte#[smoJda]⇔ SΠ肋re

Smφr rsmδJ]バター

Smφre [smdo, smう.0]塗布する

Sno lsno!]ねじる

Snorke [sn6四θ]いびきをかく

Snu [snu!1 ずるい

Sn記Vre [sn記Wro]~ si宮 jnd 1夾くなる

Snφre [sn6ゆ, snう.0]ひも

S0即[SOW'n, SδW'n]教区

SO][SO!]]太陽

Sort [Sω田黒い

Sove [sowa, Sδ舶]眠る

Sovet#[S0船6, Sδ舶δ]⇔ Sove

SOVS [SOW'S, SδW'S]ソース

Spare {sb化α]貯える

Sparre [sba:α】雁木飾り

Spi]de [sbila]浪費する

Spi11e [sbe1日]演ずる

Spir [sbi! J]*尖ナ莟

Spor]φS [】 sboJ 11φ!S]足跡のない

Sprog [sbr会!WI* ÷卦三五^U口

Spr08kursus [】 sbr含W 11<、LISUS]盲吾学三苗座

Spr0部 ig [sbr会Wli]言語の

Spur8t"[sboid] SPφr8e 質問する

SP山且te#[sboJda] SPφrge 質問する

SPLlrt [sbuJ 'd]スバート
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廿yHe [try1ヨ]魔法・奇術で取り出す
tryr】e [tryna](豚などの)鼻
tr記[tr記!]樹木,木材

t抽de [t地恵θ]歩を進める

t鵡11e"[tr会la] tr記]奴隷

tr記V][traw' U (生地などの)糸くず

tr会d [trら1δ]糸

tr会d1φS [1tr会ω611φIS]無線の
tur [tu!J]*散歩,旅行

ture'[two]~ om(krir唱)ぶらつく

ture2#[tu:0]⇔ tur

t〔】rer#[tu:0]⇔ ture'

tvivl [tviw'1]疑い

tvivle [tvi帆a]疑う

tⅧrfa81i8 [1tV記Jlfawli, 1tvaJ-]
学際的な

tⅧrΠ1ら1 [,tV記JIM!1, 1tV合』ー]直径

tⅧrs [tvaJS]~ Pら横切って

tyrk [twg]トルコ人

tyrker [tyJgo]トルコ人

tyst [tysd]静まった

tyv {ty!V, tyw']どろぼう

twte rtywde]窃盗罪で告発する

t記11e [t記la]数える

tφΠlrere#[t6加00] tφ吐er 大工

tφnde [t伽ヨ,(t6ne)]樽(一杯の量)

Tφnder [tφn'0,(t6n'0)](地名)

tφnde"[tφn'0,(t6n'0)](火をつける

移すための)ほくち,付け木

tφ一[t6!J, t6J']乾いた

tφr'[tδJ] turde 敢えてーする

tφrke [tう四a]干舷

tφrne [t6Jna]回る,回す

tφrre [t6JO, tδゆ]乾かす

tφrveJr [1t6山 V記! J, 1tδJvaJ ']*干天

捻le [t含la]耐える

憶r [tδ!]一滴

姶re 【t辻δ]涙

t会rn [ta ln]ナ莟

Ud [Uδ']外へ

Udvar]dre [1UδIvan'dro]外国へ移住する

Uregerlig [ur記lgeJ']口手に負えない

Urt [UJ'd]ハーブ

Uter] i8 [U ' te、1' 1i, U ' te! J]i]狼藝な

Vagabond [vagalb会n'd]浮浪者

Va地[val' U)]選挙

V釦dre [vandro]歩き回る

V釦drer 1名][vandro]放浪者

Var'[va!]用心深い

Var誹[va]→Ⅷre

Vare [Vωα]物品

Vase [va:S合]花瓶

Vaser"[V会ぶ0]⇔ Vase

Ve [ve!]陣痛

Vejr [V記!J, V会i ]*天気

VeJrmeldiM [ 1V鶚J 1脇leη, 1VaJ-]

天気予報

Venstre [Ⅷnsdro]たの

Vi(e)[vi!]結婚式を行う

Vigφr [vi' gd J,ー' g辻 J]沽力

Vilde"[vi18] vild 野生の

Vinlre [venro](尾を)振る

Vor [Vδ]鬨私たちの

Vorte [Vδ:dB]いほ

Vred [vr徒!δ]*怒っナと

VrφVI[Ⅶ6W'U ば力共ナナと言動

VrφVle 〔vrうⅧ日]ば力)げナてことを言う

V記R [Ⅶ}!g]壁

V記re [V記:0, V合:0]いる,ある

V会d [Vら!6]濡れた

V会dfast [1V含ω6げasd]耐湿・耐水性の

V五ge [V註船]眠らずに(起きて)いる

V会即e [V会Wna]目覚める

狐gel [φη'aU ひな,幼魚

y0帥Urt= Jogurt

記]dre 〔記ldro]年配の

記VI [記W'1]ば力北ナたこと

φh [6:,の,θ01問]エーと

φnske [φnsga,(6nsgo)]願望(する)

伽[φ!J]*混乱した

伽e [の0]耳

ΦSt [φSd]東

φV [6田[剛アー痛い

伽re [φ町0]上部の

φVrig [φWri]残余の

ら仏司川

らg [会IW]くびき

加de [0船]呼吸(する)

らr [δ1]年



Danish vowel phonemes and their variants are classified on the basis of

the phonetic forms described in Hansen 1990 and Brink et α1. 1991

The main purpose of this work is to show the pboneme system of Danisb

Order to simp】ifyVowels to foreign (Japar]ese) 1earners. Therefore. ]n

manifestation rules, only /r/ is taken into account as the element 、vhich

in flu en ces vo w el Q ua]ities.

Sim"ar to that of Thorsen andThe classification of lona vowels are

Thorsen 1986 ; 138, except the interpretation of /φ:/ and /6、ノ(see § 2.4.1)

It is argued that, on the basjs of the word frequency, fgπ, d7、gη etc are

derived from ノφゾ,、vhHe hg71e is from /6:/, although /6:/ is foU訂d only

hg丁le and a few interJections.In

Short vowels comprise both 'traditional' short vowels and morphophonemi-

Cany shortened vo、vels. As a resu】t, a group of speakers (say speakers A)

Who have 1 合 J j in 1影?'d0刀l and [ 6J ] in dg7"ι7"in . have only / i, e.記/ and /y,

φ,6/ respectively. But the other group of speakers (say speakers B) have

[ij],[eJ],1記J](1Z7"d0171) and [合J],1Nhich shou]d be counted for the mani-

festation of four dlfferent pbonemes, i.e./i/,/e/,ノ記/ and ノ合ノ(see & 3.2

3). For the salne reason, the vo、vels of [yJ],(φ」],[OJ](dg?'t?、iη) and 16J]

Of speakers B are interpreted as the manifestation of /y/,ノ'φノ',/6/ and /6/

(see § 3.4.3 and also Table 5)

Short [0] 3nd [ム] are separated into t、vo different phonemes (see § 3.5.2.

in the3.5.3), because [0] appears Dot only in the open synable but also

(sub)minimal pajrsC]osed sy11able, e.g.つ07"t,0?、刀1,々0?'ア1 etc., and Soln e

Consisting of shortened vovlels are found, e.g. blodlgs vs. dddlgs,フ、od1命S

ι?・ddlgs. Further, unstressed [0] and [急] are found ir】 some 、vords, e.Ξ.VS

Ik厶m-, kom-](え0刀1つ7'0刀lis),[k会n-, kon-](た0ア1ta々t),[00-, og-](0々tαυ)

As a resu]t, four back vowels /U/,/0/,/ムノ and /0/ are identified.

The so-ca11ed 'sty]istic shortenina' is considercd to be a phonetic rule

The vo、vel phonemes and thelr variants desc"bed here can be applied to

the stressed and the unstressed sy11able, except thethe vowe】s both In

f0110、ving two problelns 、vhich are left 口nso]ved, i.e. treatment of shortened

[合] in S刀1α宮jtιld,つlags0771 etc. and treatment of a feVノν/ords with 1α] in

the open sy11ab】e.

IVO?'d 力h0π0108y oj Daπish uoZιlels

Hideo Mase
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